
二

二

㌧

箪

B
等
韓
国
｡五
紙

大
正
十
三
年
五
月

闇

凝

塊

濃

蘭

究

塩
や
漂

番

地

震

の

本

性

(下
)

小

月

琢

治

艶
.

構
造
地
震
封
洗
登
地
震

地

震
を
以
て
地
殻
下
僚
に
於
け
る
悪
果
の
運
動
に
よ
っ
て
生
す
る
震
動
ビ
す
る
我
々
の
暇
定
説
を
従
来
の
構
造
地

畏
説
に
封
比
す
る
に
､
最
も
顕
著
望

詫
典
は
構
造
地
定
は
地
暦
の
断
絶
が
想
像
さ
れ
､
其
の
両

に
滑
ふ
て
.u
動
が
起

っ
て
其
の
大
小
に
臆
じ
て
震
動
の
大
小
が
あ
る
に
勤
し
.
是
は
岩
麓
の
貿
義
の
大
小
に
臆
じ
て
震
動
の
大
小
が
あ
る

こ
亡
に
な
る
｡

師
ち
震
動
を
超
す
カ
か
J膿
精
に
在
る
ビ
考

へ
る
に
在
る
O
即
ち
震
源
.JJJ
い
ふ
観
念
は
彼
に
壷
っ
て
は

南
で
あ
る
が
是
に
在
っ
て
は
立
醍
櫓
で
あ
っ
て
p
其
の
大
小
は
甫
帯
の
大
小
で
tIr

で
膿
租
の
大
小
で
あ
る
評
で
あ

瀧
碓
地
袋
の
本
性
ハ
下
)

二
八
也

叫



地

蛾

第

1
谷

節
州
｡滋
戟

一式
八

叫

叫

る
｡
放
鳥
従
妹
の
地
農
に
就
い
て
考
へ
た
種
々
の
性
質
は
大
に
見
方
な
か
へ
ね
は
な
ら
ぬ
｡
構
造
地
震
で
は
固
鯉
が

ス

ト
レ
タ

ス
(底
力
)
に
射
し
て
急
激
に
屈
従
す
る
運
動
を
考

へ
る
の
み
で
あ
る
が
.
洗
聴
地
震
で
は
曲
の
如
き
囲
膿

の
断
砲
を
起
す
朋
の
操
子
ど
な
る
栗
膿
を
考

へ
る
こ
ど
に
tI言

｡
此
の
関
係
か
ら
い
へ
ば
我
々
の
所
謂
捉
聴
地
巌
は

p
-
･L
プ
レ
ク

ツ
の
注
入
地
震
ビ
い
ひ
.
ブ
ラ
ン
カ
の
岩
壁
地
震
ビ
呼
ん

だの
だ
殆
T/J
盆
-
同

山
で
あ
る
｡

岩
某
の
蓮

勤
を
iii膿

L̂J考
ふ
る
に
幣

-
蔚

山
の
問
題
ĴJ
宇

山
の
丘

震
源
の
承

状
で
あ
る
が
p
其
の
此
棟
的
上
櫛
に

於
け
る
形
状
が
地
質
撃
的
観
察
の
範
園
に
於
で
知
れ
て
ゐ
る
に
止
む
.
洗
魔
に
於
で
若
葉
糟
か
ら
突
適
し
て
窪
入
す

る
畔
の
形
状
は
想
像
し
得
る
に
過
ぎ
ぬ
｡
杏
其
の
上
厨
に
於
け
る
形
状
を
考
ふ
る
に

バ
ー
カ

ー

の
疾
-
認
め
た
加
-

董
地
だ
摺
曲
山
操
ビ
で
は
注
入
即
ち
英
人
し
た
栗
粟
S
占
め
る
客
間
の
形
状
に
著
し
い
罷
別
が
あ
っ
て
p
董
地
で
は

漕
状
塊

I-acc.
i
i
t

e

ど
な
-
p
沼
曲
山
政
で
は
屈
瓦
塊

Phac.7ite
ど
な
っ
て
ゐ
る
｡
叉
た
此
の
後
者
AJJJ
共
に
イ
ソ

デ
ン
グ
ス
の
栓
状
塊

T
3ys-
1it
c
ビ名
け
LJ
形
状
の
も
の
が
あ
る
O

今
回
の
大
地
震
の
罵
火
鼎
に
並
立
す
る
石
英
閑
舘
岩
噴
出
塊
は
摺
曲
山
叔
地
方
に
見
る
所
の
称
性
を
典

へ
た
粒
状

塊
に
近
.I,
も
の
で
あ
る
が
'
恐
ら
-
は
悪
果
の
原
と
注
入
し
た
形
状
も
略
ぼ
之
に
翫
似
し
て
ゐ
た
ら
-
i
,憩
ほ
れ
る

而
し
て
此
等
の
地
衣
に
近
づ
い
て
固
結
し
た
下
層
に
は
金
酷
ビ
し
て
親
子
状
に
巽
超
し
た
栗
東
源

妻
a
g
n1IalreSei･I

v

cir
が
固
示
す
る
か
-
存
在
す
る
で
あ
ら
-
･jJ
想
像
さ
れ
る
｡

此
の
か
･7yJ岩
壁
..%
の
E荘
部
が
浸
蝕
に
よ
っ
て
地
表
に
露
ほ
れ
た
の
が
洗
底
塊
即
ち
底
盤

B
lth
o
tite
E
呼
ぼ
る
ゝ



も
の
で
あ
る
｡

岩
兼
帯
に
蒔
い
た
曲
の
如
き

潜
麓
源
は
其
の
撞
鋤
を
水
魔
力
的
に
受
け
た
ら
は
'
周

遊
腰

カ

の
低

い

上

方

に
突

起

し
た
部
分
が
地
殻
上
膚
を
割
い
て
之
を
排
し
て
上
昇
す

べ
き
で
p
曲
の
運
動
は
急
激
に
起
る
'J
想
は
れ
る
O

I.i
-

レ

(泥塊岩及苛娘k._l'･)

ル

が
屯
ソ
々
ナ
州

マ
リ
ー

T(.
ブ
ヰ

ル
の
底
磐
の
噴
出
を
研
究
し
た

際
に
質
入
の
運
動
を
急
激
に
起

つ
た
だ
し
て
p
戯
-
延
長
し
た
岩

脈
の
質
入
は
火
山
噴
火
に
相
似
し
'
両
者
共
に
問
歌
的
で
又
た
聴

作
的
に
起
る
も
め
で
あ
る
ビ
紬
諭
し
た
｡

政
の
加
-
急
激
に
起

っ
て
注
入
さ
れ
る
悪
果
の
丑
が
多
け
れ
ば

多

い
だ
け
新
教
鮎
に
於
け
る
曳
裂
カ
が
大
き
-
.
且

っ

同

時
に
贋

い
地
域
に
亙
る
震
央
潤
の
下
厨
に
於
け
ち
岩
壁
源
に
も
同
じ
様
な

鼻
化
を
起
す
の
で
大
地
定
だ
tIB
る
/̂J
想
れ
る
｡
大
森
博
士
で
も
デ

ブ
ヰ

ブ
シ
で
も
大
地
震
の
局
部
的
地
震
に
比
し
て
凝
玉

る
鮎
が
後

者
の
薗

々
の
.震
源
た
る
..(
n
Jも
の
が
前
者
で
は
同
時
に

1
肢
に
起

る
に
在
る
ビ
考

へ
た
の
Lで
あ
る
が
'A
其
の
震
動
地
域
の
血

絡
構
造
ど
の
由

係
を
十
分
に
考
慮

し
て
購
ら
ぬ
｡
誠
に
カ

ン
プ
蹄
の
場
合
を
机
れ
ば
明
か
な
る
如
-
.
ア
ル

プ
ス
外
帯
に
誕

っ
雲

旗
勘
が
其
の
前
岡
に
構
る
雲

-
ア
苫
地
塊

粍
発
拙
琵
e
r本
性
(
F
･)

..'･[
;.

三



地

域

第

7
怨

節
川
責

雛

克
O

田

を
構
ぎ
つ
て
エ
ル

べ
河
谷
の
方
向
に
延
び
た
も
の
で
'
地
盤
に
近
い
構
造
だ
猫
漉
し
た
温
か
に
洗

い
震
源
を
考

へ
ね

は
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
る
｡
此
の
鮎
を
者

へ
凍
れ
ば
ア
ル

プ
ス
の
摺
曲
構
造
に
蓋
い
た
構
造
地
震
説
は
皮
相
の
鹿

解
}J

謂
は
ね
は
な
ら
ぬ
こ
C,J
に
な
る
〕

我
々
の
見
る
所
で
は
大
地
定
の
侍
に
栗
栗
源
が
孤
立
し
て
岩
礁
帯
か
ら
突
超
し
た
部
分
に
於
で
戚
ず
る
舘

1
濃
は

初
勝
地
の
正
接
震
動
で
あ
る
が
p
之
に
磨
い
て
其
の
局
部
的
震
源
に
聴
す
る
も
の
が
起
る
評
に
な
る
｡
安
政
元
年
冬

の
大
地
震
の
初
日
に
東
海
道
治
岸
に
蓮
-
翌
日
土
佐
滑
で
起

っ
た
如
き
は
其

1
例
で
.
今
回
の
地
震
に
於
て
巌

々
で

窮

1.
農
が
地
鳴
り
を
件
は
な
い
の
に
反
し
て
厳
密
L
LJ
も
の
か

ら
後
地
鳴

-
が
問
え
た
ど
い

ふ
報
告
が
あ
る
の
は
第

二
次
震
源
の
出
来
た
鈷
果
ビ
憩
は
れ
る
O

軸O
p地
震
檀
登
に
封
す
る
開
設
解
輝
の
相
異

構
造
地
震
説
で
或
る
地
区
に
地
震
の
蕎
傘
す
る
の
を
解
鼎
す
る
に
は
地
顔
内
に
於
で
底
力
が
加
は
つ
て
震
動
ど
な

る
場
倉
に
な
し
崩
し
に
屈
従
し
て
地
顔
が
断
維
す
れ
ば
小
地
震
が
頻
登
す
る
だ
L
p
又
た
大
地
震
が

一
皮
通
れ
ば
基

の
農
源
に
於
げ
ろ
不
安
定
状
態
が
除
か
れ
て
ー
次
に
顔
勃
す
る
大
地
震
は
別
の
震
源
で
遡
る
べ
き
も
の
ど
考

へ
ら
れ

て
ゐ
る
｡

大
森
博
士
の
地
質
撃
諦
諮
(明
治
四
〇
年
)
に
大
地
震
の
年
均
年
数
に
開
す
る
注
意
を
述
べ
て
大
地
震
が

7
回
鮮
起



す
る
TJ
き
は
ー
其
の
地
方
に
あ
る
地
下
の
大
打･.
る
胡
乱

7
個
を
除
去
す

る
-
の
で
あ
る
か
-
､
其
よ
-
陣
を
経
て
更

に
地
下
の
塵
迫
が
機
知
す
る
に
至

-
､
再
び
大
地
震
を
生
じ
.
此
の
株
に
幾
回
か
繰
-
返
し
た
る
後
に
'
地
は
静
譜

ビ
tI6-
比
較
的
長
年
月
を
緯
た
る
後
､
同
様
な
る
現
象
牽

ボ
す
も
の
で
あ
る
さ
い
ひ
p
ヌ
た
大
地
震
が
同

1
地
方
よ

-
府
験
せ
ね
こ

ど
な
論
じ
て
'
弧
き
震
動
が
弗
で

隣
接
す
る
簡
艦
よ
-
頂
験
す
る
の
は
'
局
部

の
小
破
壊
地
震
に
限

る
の
で
p
着
氷
の
地
震
歴
史

に
欲
し
て
見
て
も
.
非
常
な
激
震
が
粕
蒔

い
て
同

一
の
地
方
に
起
つ
LJ
例
は
骨
て
無

い

の
で
あ
る
だ
し
.
大
地
震
の
起
っ
た
後
は
地
下
に
在

っ
た
非
常
に
弱

い
箇
鹿
が
除
か
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
.

1
の
大

地
震
の
際
に
震
源
中
で
震
動
の
最
も
烈
し
か
つ
LJ
場
鹿

は
畏
後

に
は
其
四
周
の
地
方
よ
-
も
造
か
に
安
全
な
鹿
孟

細

っ
て
よ
い
だ
い
っ
た
C
)

最
近
な
は
此
の
見
解
が
行
は
れ
る
の
は
今
回
の
大
地
紳辰
に
就

い
て
今
村
博
士
(科
軍
勢
識
第
三
溢
十
月
故
)
の
責
の

文
句
t二
歳
も
明
瞭
に
言
ひ
現
は
さ
れ
て
ゐ
る
.

ま
i1
今
脚
の
大
地
賢
ti
我
太
平
洋
側
に
於
て
胸
枠
組
に二
岬
血
行
サ
ろ
大
地
賢
群
tこ

蜘
す

る
も
り
で
め
ろ
が
､
そ
り
北
米
班
長
郡
上
.1ニ
於
て
は
､
元
穐

十
六
咋
十

1
月
二
十
三
-1
安
拷
上
組
の
取
柄
揃
蛙
に
起
つ
i1
大
地
恕
(
新
非
白
石
¢
折
i1
-
柴
の
託
に
そ
の
靴
邸
が
あ
あ
)

が
あ
り
､
叉
四
分
姑
長
榔

上
に
ti
安
政
光
咋
十

j4月

凹
-1
伊
耳
下
;
に
大
地
賢
砕
椴
松
担
L
i1
恨
河
かII
の
大
地
監
が
め
つ
i1
｡
今
阿
り
は
闘
融
二
潜
り
坤
問
に
在
る
空
隅
か
和

め
七
評
で
わ
ろ
さ
-
し
て
こ
り
聯
耽
り
琴
1
淵3
-
隔
つ
i
l狭
長
郡
上
に
於
て
は
北
邦
の
方
で
は
本
年
六
月
二
日
り
常
粍
沖
地
雷
､
四
の
方
で
は
留
改

元
隼
十

…
Jj
北
口
の
紀
伊
沖
大
地
旗
･hT."
//
i
あ
っ
Y
J.
大
蛇
妙
力
も
消
耗
せ
ら
れ
六
や
-
に
も
考
え
る
L
､
患
il
i1
7J
二

少
食
拭
っ
て
飴
力
が
な

は
存
聖
｢
ろ
u
し
て
-
塑
=i
か
ら
り
附
加
が
蓮
-
な
ろ
i1
め
無
謀
ビ
な
あ
=
ミ
去
ろ
六
月
二
=
り
軸
霞
に
於
て
経
験
し
圭
辿
り
で
み
ろ
｡
ハ九
七
五

-

隙
取
地
雷
り
本
性
(
下
)

重

盗



地

球

第

1

怨

節
幽
･
.#
雛

克
二

六

九
七
六

第
)

然
る
に
我
々
の
提
出
し
た
恨
定
説
か
ら
邪
碑
す
れ
ば
曲
の
如
き
震
源
に
闘
す
る
想
像
を
許
さ
ぬ
｡
岩
柴
が
深
慮
か

ら
上
昇
す
る
運
動
に
よ
っ
て
地
震
を
適
す
AiU
す
れ
ば
､
下
牌

の
寧
流
動
性
を
育
す
る
物
理
的
状
態
の
虞
か
ら
風
の
固

膿
に
近
い
塵

へ
進
む
に
従
ひ
.
震
動
が
張
-
な
っ
て
現
ほ
れ
る
の
で
あ
っ
て
p
岩
壁

の由
佳
が
増
し
て
水
魔
カ
に
よ

っ
て
周
遊
岩
膳
に
及

は
す

座

カ
が
滑
失
す
る
,ま
で
は
､
同
じ
震
央
に
於
て
震
源
の
洗
Jy?Jの
速
決
す
る
地
震
を

成
せ

ね

は
な
ら
ぬ
こ
t/)
に
な
る
｡

換
言
す
れ
ば
洗
い
震
源
の
地
震
か
ら
始
ま
っ
て
就
籍
に
浅

い
も
の
に
傘
連
L
p
其
後
に
再

び
弱
ま
る
べ
き
も
の
で
あ
る
｡
更
に
之
を
換
言
す
れ
ば
地
下
に
岩
壁
上
昇
運
動
が
起

っ
た
場
底
で
は
同

1
震
源
の
地

質
が
永
い
時
期
.TIj
亙
っ
て
舵
回
も
起
る
べ
-
､其
の
路
地
は
岩
膿
の
地
殻
下
層
で
傘
-
固
飴
し
て
洗
成
岩
ビ
な
る
か
.

又
は
表
面
ま
で
現
ほ
れ
て
火
山
ど
な
っ
て
狭
義
の
火
山
地
震
と
な
る
ま
で
は
絶
頂
す

べ
き
で
あ
る
｡
故
に
曲
の
意
味

で
火
山
が
安
全
抑
ビ
考

へ
ら
れ
て
よ
い
の
で
あ
る
.
叉
た
火
山
作
用
の
沼
地
後
に
も
地
震
が
或
る
期
間
次
窮
に
洗

い

震
源
の
も
の
.JVJ
な
っ
て
捗
に
岩
栗
源
の
掴
結
す
る
ま
で
は
渡
擬
す

べ
き
で
あ
る
J

今
回
の
長

地
震
に
此
の
断
碑
を
適
用
す
れ
ば
和
枝
山
脈
に
噴
出
し
LJ
火
成
岩
ビ
同

丁
帯
に
於
け
る
岩
膿
の
連
動
が

想
像
せ
ら
れ
る
の
幸

p
曲

直岩
粟
準
に
於
け
る
超
勤
は
箪

二
紀
の
古
期
に
避
っ
て
現
今
ま
で
桐
は
砥
楯
し
て
ゐ
る
も

の
で
あ
る
｡
政
に
其
の
.箇

々
の
大
地
震
に
就
い
て
活
動
の
消
長
を
葡
す
る
の
は
現
在
の
小
さ
い
ア
ル

プ
ス
氷
河
の
滑

-

長
か
ら
ブ

-
Tl
ソ

ク
ナ

-
周
期
を
考

へ
る
程
度
の
研
究
を
基
礎
E
L
で
洪
講
紀
大
氷
河
の
費
達
を
論
断
せ
ん
と
す
る



が
如
き
-
の
ど
諸
は
ね
は
な
ら
ぬ
o

地
軸
ー
関
東

地
方

大
地
震
古
記
練

武
に
我
々
の
見
地
か
ら
踊
兼
に
過

つ
死
地
震
の
歴
史
を
通
観
す
る
に
舶
模
山
脈
外
側
の
震
源
帯

/̂J
呼
ぶ

べ
き
も
の

が
如
何
な
る
清
鋤
を
臓
薦
し
っ
ゝ
あ
る
や
は
甚
だ
明
か
で
あ
る
ビ
想
ふ
｡
左
に
之
を
利
発
す
る
｡

(
こ
(
日
本
軍
甜
菜

飛
天
･;;:十
三
年
ハ
六
八
川
〕4',十
月
葦
放
火(
紬
蕊
､
～;
鵬
河
的
､
精
囲
祁
甘
食

及
打
姑
魚
用
寺
略
神
政
､
破
嶋
之
瀬
不
可
捗
数
､
･Lm

盈
人
托
及
六
諮
各
班
侮
之
､
梯
伊
取
結
泉
投
河
不
川
､
土
左
掛
川
祁
五
十
銀
紙
噴
碓
滞
泡
､

盈
夕
有
鳩
輝
加
泣
､
州
や
双
方
､
有
人
Tri
伊
尿
路
紳
北
こ
脚
､
自
然
樹
rU
,三
甘
飴
虻
､
鑑
盛

7
払
ー
剛
伽
羅
背
教
､
榊
泣
適
応
醍
也

~

ど
い
ふ
の
は
軸
櫨
糖
内
大
島
の
地
史
が
大
地
震
に
件

ひ
起

つ
こ
空
室

不
す
も
の
立

想
は
る
0

(
二

(
封
蝋
問
丸
)弘
仁
九
年
(
八

i
八
〕
七
月
州
横
流
賊
下
組
織
1校
卜
扉

下
郎
等
周
地
雷
､
山
城
各
軸
放
出
､
雌
光
甘
地
不
打
勝
計
､

ど
い
ふ
の
は
同
じ
-
閉
塞
大
地
震
で
率
野
傘
鰹
に
太
適
評
を
朗

へ
ね
も
の
で
あ
る
｡

二
二
)
へ琉
日
本
校
㍊
)添
御
八
年
ハ八
四

1
)
秋
七
月

発
日
常

:

如
㈹
伊
打
仙川
軸
鮭

川
整
p
駁
腎
杯
競
､
人
物
銭
腐
､
或
枇
雌
粒
､
云
々
､
故
今
疎
放
中
位

就
珊
舷
梯
､
罪
人
尉
放
流
枚
1蓑
隅
炎
瀞
､
使
帝
駒
桝
斌
脚
放
料
放

除
対
韓
狐
糾
､
非
銅
分
細
粒
､
拙
修
尿

等
､
騎
士
之
杜
､
静
雄
評
判
､

ど
い
ふ
の
は
伊
東
隼
島
の
地
震
i
,戯
る
大
き
か
っ
た
.,

ハ
讐

三

代
米
銀
完

慶
二
年
ハ
八
七
八
3,九
月
二
十
九
=
坤
吋
弦
蛾
窓
､
過
日
闇
米
甜
紺
地
大
賢
製
､
細
紳
純
減
畔
瑞
光
航空

基
線
空

ハロ
監
潮
来
比
､

公
私
描
食

1
軸董

瀞
､
或
地
餅uTT悔
､
往
㍊
不
洩
､
汀
紙
鵬
碓
不
打
勝
計

､

粍
故
地
笠
の
本
性
(
下
)



第

】
容

節
凹
｡屯
披

志

村

凡

だ
い
ふ
の
か

(
二
示

ら
六
十
年
田
に
起
っ
た
大
地
震
で
p
其
の
震
源
は
触
ら
-
は
今
回
の
ど
飴
-
遠
か
ら
ぬ
も
の
-

想
は
れ
る
｡

是
か
ら
約
三
白
年
間
日
本
正
史
に
地
方
地
震
の
報
告
に
乏
し
い
時
代
に
は
武
触
地
方
の
地
麓
記
鉄
も
傭
階
し
て
ゐ

る
が
､
再
び
第
十
二
三
世
紀
問
に
入
っ
て
治
承
凹
年
(
二

八
〇
)か
ら
文
永
二
亭

二

二
六
六
)
に
至
る
八
十
七
年
の
,

鎌
倉
某
府
の
記
錬
兼
鋸
の
あ
る
時
代
に
入
れ
ば
.
前
に
挙
げ
た
の
に
増
し
て
頻
繁
に
地
震
が
起

っ
た
こ
と
が
知
れ
下

記
戟
さ
れ
た
組
数
宵
九
回
に
達
し
強
震
の
数
の
み
で
三
十
山ハ
回
あ
る
0

今
其
の
中
か
ら
烈
震
だ
憩
は
れ
る
も
の
み
を

抜
き
出
し
て
左
に
黍
げ
る
｡

(
五
∪

(米
紙
)放
暦
三
年

.改
元
確
保

7
二

一
三
)
五
月
廿

Z
i;
坪
田
午
別
弛
ー･{
令

頗
破
域
山
地
製
､
於
地
境
近
代
触
如
此
大
勤
ー

○
ハ
)ハ
米
紙
脱
漏
)
安
貞
元
年
〇

二
二
七
)
三
月
+.日
丙
辰
陰
､
蛇
刻
大
地
賢
､
桝
々
門
扉
染
地
等
蹄
倒
､
叉
地
利
云々

､
去
祉
壁

二
年
和
田
去
桁
門
尉

碍
藤
牧
逆
之
比
､
加
此
之
有
欠
勤
.
坤
下
腐
朽
之
軸
捌
邸
有
之
､
古
老
談
之
､
氾
年
軸
比
琴

末々

､

此
の
こ
ち

共
に
震
源
が
舶
模
地
方
に
在
つ
LJ
烈
賃
で
十
四
年
目
に
起
っ
た
o

(
也
)
米
比
)
文
層
二
年
ハ改
元
宗
純

7
二
.A./.五
)
三
月
九
口
壬
試
晴
J.
亥
捌
大
地
望
､
十
六
日
己
西
､
卯
刻
大
地
監
ー
今
日
僻
天
担
(
地
於
.妖
軍
事
､
町

有
御
斬
稲
穂
故
撃
之
由
､
於
武
州
御
革
有
其
沙
汰
云
々
､

五
月
八
日
班
子
､
辿
日
軸
旋
邸
､
芥
有
此
例
之
由
､
古

老

之
桝
鉄
也
p

曲
の
徐
麓
は
六
月
ま
で
蒔
き
'

震
源
が
鎌
倉
か
ら
速
か
っ
た
ど
見
え
て
鎌
倉
の
損
害
を
報
せ
て
ゐ
ね
が
'
開
来
地

方
の
-烈
震
で
贋
い
地
儀
に
大
損
害
か
輿

へ
た
ら
し
い
O



(
A

(氷
化
)仁
殆
二
年
二

二
]:=i
S

こ
爪

月
十
四
日
封
印
天
晴
7
伐
測
地
賢
ー
今
夕

油
蝉
家
御
肝
鴫
粘
始
布
云
々
ー

二
月
+
.H
<
丑
､
巳
別
大
地
賢
､
打
老
云
去
祉
暦
年
中
有
的
今
之
大
謝
､
即
遵
和
田
志
村
門
川
範
盛
耽
辿
兆
也
､
非
外
於
開
放
光
村
加
比
例
云
々
､

其
後
午
呼
子
別
納
戊
小
動
的
月
三
=
串
閥
鍔
､
伐
測
大
地
笈
､
由
比
細
大
払
摺
内
秤
駁
枇
引
油~
流
失
､
蔚
梓
舶
十
飴
紙
破
損
､

さ
い
ふ
の
は
鎌
倉
の
震
動
強
-
面
噺
を
件
ふ
た
ら
し
い
か
ら
'.
相
模
督
内
に
震
源
の
あ
っ
た
も
の
.か
も
知
れ
ぬ
.

(九
)
‥米
紙
=
正
夢
冗
年
(
〓
1
五
七
)
末
月
十
八
日
壬
申
除
､
子
他
大
地
藍
､

八
月

1
日
訳
未
崎
､
成
刻
大
地
雷
､

華

ニ
H
乙
巳
晒
､
成
刻
大
地
賢
有
晋
､
酬
敢
仲
間

l
芋
両
軸
盆
､
山
応
.6
朋
､
人
岸
田
倒
､
基
地
怨
骨

破
組
､
所
々
地
狼
火
細
川
､
中
下
岱
晒
地
軸

裂
破
､
自
其
中
火
故
地
朗
色
蘭
云
々
､

十

1
月
八
日
巳
朱
大
地
笠
､
如
去
八
月
二
十
三
=
､

此
の
大
地
箆
の
除
農
は
十

7
月
ま
で
薦
き
'
同
月
八
日
の
は
八
月
の
轟

大
農
に
弗
で
等
し
い
F,,
想
像
さ
れ
た
位
で

あ
っ

た

U

曲
の
瓦
回
は
何
れ
も
破
壊
的
性
質
の
も
の
で
あ
っ
た
が
､
孟

)
(六
)
(九
)
何
れ
も
粥
-
p
就
中
(九
)
は
漁
も
激
烈

を
樋
め
て
p
鎌
倉
の
損
害
は
今
回
の
大
地
震
に
比
較
さ
れ
得
る
か
も
知
れ
ぬ
.

室
町
基
府
の
時
代
の
闇
米
は
記
錬
甚
だ
典

ら
犯
が
p
永
亨
五
年
二

四
三
三
)
の
大
場
定
は
闘
兼
奥
羽
に
跨
が
る
大

地
域
の
大
地
震
で
あ
っ
て
p
欝
氷
四
年
の
華
神
道
大
地
麓
(大
森
博
士
の
日
本
叢
大
地
震
ĵJ
せ
ら
れ
た
も
の
)
に
伯
仲

し
た
か
ビ
想
は
れ
る
O
曲
の
第
十
の
大
地
震
は
五
月
二
十

7
日
鎌
倉
に
強
農
が
あ
っ
た
後
､
九
月
十
六
日
に
起
っ
た

探
艶
地
霊
の
本
件
〔
下
)

克
況

九



地

球

妨

1

番

第
凹
･
滋
雛

売

六

蜘0

も
の
で
'

(鎌
倉
大
日
託
〕
永
芋
五
年
五
月
廿

1
日
午
別
大
地
蟹
'

九
月
十
山ハ
EE
子
別
大
地
雷
､
弦
叩
三
十
飴
戊
ー
築
地
倒
懸
､
廿

日

間
不
止
地
質
､

(
糾
明
gI),K
T串
五
年
B
J北
九
月
十
六
=
大
地
藍
.
鎌
骨
灘
地
肌
ー
相
対
寺
九
愉
路
~
惣
楢
物
北
ハ多
規
､
大
山
二
王
射
落
､
前
代
未
鵬
也
､

(
富
越
川
判
蛇
)･誉
千
五
年
九
月
十
六
日
枝
大
地
旗
､
-;
;朋
基
的
怨
〃一闘
倒
､

(
塔
寺
八
聯
略
記
長
鵬
)･埜
串
光
年
九
月
十
六
日
､
日
本
蜘
大
地
.誤
､
州
洲
大
川
仁
王
首
既
描
､
追
谷
店
入
､
凡
桝
批
仰
闘
､
上
天
公
卿
民
家
要
道
､

家
例
山
崩
､
水
越
谷
和
.
死
悲
多
ー
十
(
此
欺
)
呼
曾
枠
塔
寺
邑
正
八
幡
宮
御
宮
殿
廻
鵬
押
出
蟹
鵜
準
未
､
凡
不
棉
笠
側
､

(
苛
的
御
靴
)
十
五
日
今
夜
小
地
雷
､
火
抑
制
也
､

十
六
日
晴
､
今
埠
大
地
藍
閉
演
､
仰
凡
測
也
､

十
月
廿
…ハ
日
焼
､
抑
舶
来
布
不
m心
機
之
怯
如
､
北
大
地
監
盟
合
親
側
1
人
多
北
ー
人
柄
官
鶴
川
稚
魚
煩
蛇
焼
失
､
仝
出
云
々

久
刀
榊
川
辺
二
流
云
々

凡
川
惰
性
甘
茶
_t=心試
､
今

Z
借
株
不
問
､
去
滋

秋
之
間
布
地
p

此
の
地
震
は
四
月
以
前
に
強
震
が
あ
っ
て
前
日
に
も
凍
邸
に
は
小
地
震
を
戚
じ
ゃ
激
震
の
範
囲
は
北
は
魯
浄
酉
は

勅
使
大
山
蓮
に
及
び
'
刀
枚
川
の
逆
流
ビ
い
ふ
の
も
帯
紙
海
岸

S
津
浪
で
起

つ
L
J
現
象

Ĵ,J
想
は
れ
る
｡
曲
の
震
央
帯

の
位
艦
は
煎
確
に
知
れ
ぬ
が
p
南
北
に
頻
る
長
-
延
び
た
も
の
LP
あ
っ
て
.
或
は
兼
克
唐
か
ら
的
束
平
地
の
北
地
溝

の
走
向
に
浩
ふ
た
の
で
t
lu
い
か
p}･J
推
測
さ
れ
る
■｡

其
の
後
の
烈
震
で
は
慶
長
十
六
年
(
二
ハ
H

)八
月
二
十

7
E
の

骨
幹
.
常
治
二
年
二

六
五
九
二
1月
三
十
日
の
愈
津
那
須
間
の
が
同
じ
地
域
の
北
に
起

っ
た
-
の
.で
あ
る
｡



此
の
複
文
_-1
十
八
年
二

四
八
五
)
に
和
模
澱
沿
岸
に
烈
震
が
あ
っ
て
江
ノ
島
が
隆
弗
し
て
陸
戯
き
ざ
な
つ
LJ
ら
し

い
が
p
iE
確
総
記
雄
が
な
い
.

窮
十
二
は
柳
腰
七
年
二

四
九
八
)
八
月
二
十
五
日
の
紀
伊
か
ら
舶
棟
ま
で
の
塾
沿
岸
地
方
の
大
烈
震
で
.
京
都
に

於
で
も
塵
次
弧
-
威
し
､
沿
岸
に
大
津
沢
を
麗
し
伊
勢
大
湊
の
み
に
て
五
千
の
死
人
を
出
し
'
洛
名
湖
の
今
切
は
此

陣
に
出
水
た
･T,
い

ひ.
骨
幹
塔
寺
の
記
鉄
で
は
同
じ
-

7
花
三
十
度
の
震
動
を
戚
じ
'
鎌
倉
大
棚
殿
ま
で
津
浪
を
上

げ
p
江
ノ
島
は
十
三
年
水
草
潟
陸
路
ビ
な
つ
LJ
の
が
再
び
蔵
に
稼
し
た
だ
い
ふ
｡
遠
江
に
は
永
正
七
年
二

五

山
○
)

八
月
二
十
七
人
両
日
津
浪
盛
雄
し
た
の
で
あ
る
が
'
地
震
の
記
載
を
見
な
い
.

箱
十
三
は
大
永
五
年
二

五
二
五
)八
月
二
十
三
日
か
ら
二
十
七
日
ま
で
の
舶
州
大
地
震
で
P
塔
寺
の
由

雄
に
よ
れ

ば
鎌
倉
哩
に
烈
し
-
'
由
井
ノ
演
の
川
入
江
沼
皆
な
埋
も
れ
て
平
地
だ
な
っ
た
だ
い
ふ
.
甫
本
朝
過
盤
に
よ
れ
ば
果

た
二
十
八
年
を
隔
て
J,
天
文
二
十
二
年
八
月
二
十
四
日
に
も
鎌
倉
は
風
雨
.～
地
震
で
鶴
岡
赴
其
他
が
破
壊
さ
れ
た
A,J

い
ふ
｡

脚芸
p江
戸
幕
府
以
後
の
大
地
震

江
戸
詰
雁
二
村
八
十
年
間
の
記
雄
は
関
東
地
方
の
歴
虹
地
定
を
研
寒
す
る
に
最
も
信
頻
出
錬
る
資
粋
で
あ
っ
て
'

大
日
本
地
震
駄
科
(農
英
致
防
調
査
骨
報
菅
第
蛸
十
六
畢

千
二
官
賓
の
中
舟
で
八
倒
を

占
め
た
も
の
が
基
質
庫
で
あ

搾
蕉
地
質
の
本
性
ハ下
)

克

也

≡



地

球

第

1
容

弟
四
･
VT･PJ親

元

八

〓
此

ち
.
是
に
よ
れ
ば
文
穐
元
年
二

五
九
二
)以
後
慶
墜

二
年
二

八
六
室

ま
で
の
問
に
強
震
以
上
の
も
の
が
約
五
十
回

以
上
あ
っ
て
.
破
壊
的
の
も
の
一が
十
五
回
に
達
し
'
太
平
洋
岸
の
震
央
帯
即
ち
相
模
山
脈

の外
側
及
び
基
酉
の
薦
き

に
起
っ
た
の
が
十
回
以
上
は
あ
る
標
に
見
え
る
0
埠
に
著
し
い
特
色
は
其
の
中
の
最
烈
震
で
大
損
番
を
起
し
た
の
は

今
回
を
愈
せ
て
七
回
だ
も
此
の
震
央
帯
に
屈
す
る
も
の
で
あ
る
こ
ĴJ
で
､
弘
化
四
年
の
善
光
寺
大
地
震
の
如
-
浸
か

に
陵
内
に
在
る
も
の
で
も
.
恰
も
今
回
烈
震
の
酉
北
端
ビ
接
近
し
た
石
其
閃
練
岩
噴
出
鼎
の
外
側
に
位
し
て
ゐ
る
.

其
の
最
も
古
い
の
は
慶
長
九
年
二

六

〇
四
)
十
二
月
十
六
日
の
東
海
道
大
地
震
で
.
此
の
由

十
四
の
地
震
は
酉
は

薩
摩
大
隅
ま
で
商
は
八
洗
島
ま
で
津
浪
を
起
し
た
0
房
総
地
方
で
は
大
地
震
に
次
い
で
山
崩
が
起
-
海
水
が
三
十
除

町
引
い
て
干
揖
ど
な
り
.
翌
十
七
日
兼
年
に
大
潮
が
山
の
加
-
巻
い
て
水
化
.
土
佐
で
は
宍
喰
の
如
M
二

相
三
千
人

官
僚
人
の
溺
死
率
･&
出
し
た
ど
い
ふ
か
ら
.
太
平
洋
の
南
岸
仝
髄
の
外
側
に
並
走
す
る
震
央
帯
に
治
ふ
大
地
震
で
あ

っ
た
｡

此
S
後
江
戸
は
元
利
元
年
二

六

7
五
)寛
永
五
年
(
〓
ハ
二
八
)同
七
年
二

六
三
〇
)に
下
野
園
は
寛
容
光
年

二

六

二
四
)
に
強
震
が
あ
つ
た
が
.
同
十
年
二

六
三
三
)
正
月
二
十

l
R
の
示

田
原
大
地
寮
(籍
十
五
)は
数
千
月
の
鹿

屋
FE
五
十
人
の
死
者
を
出
し
た
yJ
い
ひ
､

(
元
艦
:
靴
〕
昼
成
十
年
正
月
二
ロ
ハ
口
附
疑
は
し
)哨
天
､
潮
来
ノ
下
刻
簡
閲
大
地
賢
､
就
中
州
州
小
円
原
滞
船

八
旗
沿
ブ
､
芥
撞
拭
尾

二
千
､
株
耀

ノ
媒
人
蘇
原
即
､

大
地
買
収
大
地
製
破
り
､

火
両
(に
放
)榊
川
泥
水
､

脚
下
栢
松
山
巌
石
塞
波
路
､

純
水
不
純
､

旋
人
騨
腐
拭
巌
石
野
干
枇
打
殺
ー



砕
料
弛
緩
川
之
銭
於
称
蹴
(
閑
地
欺
〕智
筋
道
云
々
､

yJ
い
ひ
､

又
た
細
川
日
記
に
よ
れ
ば
膏
原
は
家
崩
れ
地
も
割
れ
た
ど
い
ひ
'
葬
亮
宿
繭
日
次
記
に
よ
れ
ば
伊
豆
晩
熟

侮
温
泉
大
波
に
破
滅
し
た
ど
い
ひ
p
箱
根
以
西
及
び
以
南
の
損
害
が
今
回
の
大
地
震
に
似
た
の
は
頗
る
注
意
に
位
す

る
0江

戸
に
は
十
二
年
(
〓
ハ
三
五
)十
四
年
二

六
三
七
)
に
各
強
震
あ
つ
た
が
'
正
保
四
年
二

六
四
七
)
五
月
十
四
日

の
地
震
(第
十
六
)
は
更
に
軌
-
江
戸
城
壁
頗
る
破
損
し
､
又
た
馬
入
川
波
轍
場
も
破
壊
し
た
5,J
い
ふ
.
是
は
相
模
の

束
宇
部
が
強
か
っ
た
も
の
で
あ
る
.

之
に
蒔
い
て
翌
慶
安
元
年
(
二
ハ
四
八
)
江
戸
に
戚
じ
た
強
麓
は
箱
根
山
法
の
崩

れ
た
ピ
い
ふ
の
に
微
す
れ
ば
相
模
閥
竿
が
砥
か
っ
た
も
の
で
.
即
ち
小
田
原
は
十
五
年
目
に
再
び
強
震
に
見
舞
は
れ

先
の
で
あ
る
.

江
戸
慶
安
二
年
二

六
四
九
)六
月
二
十
日
の
地
震
は
第
十
六
よ
-
･～1
張
-
､
城
中
も
民
家
も
倒
潰
し
て
死
者
を
出

し
'
瓦
葺
を
改
め
て
こ
け
ら
琴
,･J
L
.
又
た
城
壁
石
垣
を
野
面
を
残
し
た
切
石
に
改
め
る
ご

と
に
な
っ
た
｡
七
月
二

十
五
pLil
に
も
ま
だ
強
震
が
あ
っ
て
川
崎
輝
で
は
民
家
官
月
評
も
滑
れ
た
｡
此
の
鈴
十
六
以
下
の

1
群
の
地
震
は
四
つ

結
い
て
三
年
間
に
小
破
壊
を
避
し
た
著
し
い
1
例
で
p
飼
翌
三
年
ま
で
に
四
回
の
.強
震
が
あ
っ
たJ
｡

晃
文
二
年
(
〓
ハ
六
二
)
三
年
､
五
年
の
近
畿
､
同
五
年
の
高
田
等
強
烈
地
温
の
薦
膝
し
た
問
は
聞
束
地
方
に
著
し

い
の
が
な
-
9
十
年
(
〓
ハ
七
〇
)舶
蛙
大
住
(秦
野
)
の
局
部
的
烈
震
(第
十
八
)
が
梢
注
意
す

べ
き
も
の
で
.
4Lr
回
も

鎚
距
地
盤
の
哀

悼
(
下
)

二
光

〓
エ



粗

動

第

7
怨

節
四
･五
駿

ヨ
rJ

J
f
!

地
質
構
造
上
大
に
学
者
の
職
路
を
惹
い
た
虞
に
起
っ
て
ゐ
る
｡

第
十
七
世
紀
兼
に
な
っ
て
元
就
九
年
(
二
ハ
九
六
)酢
麓
二
回
あ
-
p
十
年
十
月
七
日
に
-
あ
っ
た
後
.
同
月
十
二

日
鎌
倉
近
傍
の
局
部
的
烈
震
(窮
十
九
)
が
題

-
p
鶴
岡
八
幡
の
鳥
層
倒
れ
民
家
も
倒
潰
し
.
汀
声
七
も
城
壁
の
破
損

を
見
た

｡

其
後
六
年
目
に
元
路
十
六
年
(
1
七
〇
三
)
十

7
月
二
十
三
日
の
由

兼
大
地
震

第
二
十
)
が
起
っ
た
が
､
是

は
慶
長
九
年
の
東
海
迫
大
地
震
か
ら
官
年
目
箪

氷
十
年
の
小
田
原
地
震
か
ら
七
十

山
年
目
に
皆
っ
て
第
十
五
ビ
性
質

を
同
-
L
t
而
か
も
激
震
の
範
閏
の
非
常
に
贋
-
.
其
の
英
字
の
元

F,1,Jか
つ
た
こ
だ
は
今
凹
ま
で
の
中
の
館

山
に
倖

す
る
｡
基
昭
公
認
に
は
死
骸
の
知
れ
た
も
の
二
十
山ハ甫
三
千
七
宵
伶
人
だ
風
聞
す
ご
い
ひ
.
武
江
年
表
に
は
房
州
十

請
人
江
戸
三
甫
七
千
飴
人
小
田
原
よ
-
品
川
ま
で

7
請
五
千
伶
人
小
田
原
凡
二
千
三
有
人
･fJ
見
え
.
此
の
地
震
に
は

津
浪
の
損
害
が
移

し
-
今
回
の
火
英
に
伯
仲
し
て
ゐ
る
O

此
の
第
二
十
地
震
の
敦
も
激
烈
の
震
鋤
の
あ
っ
た
地
帯
を
考
ふ
る
に
p
小
田
原
附
鑑
が
第

叫
で
城
廓
の
倒
塊
p
火

事
箱
根
七
湯
の
破
損
其
地
金
-
今
回
ビ
同
じ
-
.
大
山
不
動
堂
も
大
に
破
損
し
p
伊
豆
へ
の
沿
岸
道
路
大
に
嗣
れ
p

家
屋
の
倒
壊
､
津
浪
の
襲
凍
あ
ゎ
.
小
田
原
大
磯
の
問
の
楕
葦
の
無
難
な
る
を
除
き
声
域
ま
.i
,洩
ら
す
破
損
し
､
片

渦
鎌
倉
の
.旗
英
水
音
も
亦
た
今
回
よ
-
-
却
っ
て
強
か
っ
た
か
ビ
想
は
れ
る
C
虜
組
沿
岸
の
由

浪
震
啓
の
今
回
よ
-

造
か
に
大
RTJか
っ
た
の
は
碑
に
著
し
-
'
東
京
澄
内
に
も
品
川
か
ら
南
に
津
浪
打
ち
上
げ
.
蛋
岸
島
江
戸
梧
蓮
ま
で

上
っ
た
/̂J
-
い
ふ
｡
江
戸
市
中
か
ら
川
幅
帥
奈
川
戸
塚
食
滞
等
の
間
の
損
音
-
温
か
に
大
き
か
つ
た
b･J
想
は
れ
る
｡



又
た
鮪
触
以
閣
及
び
以
南
の
損
膏
の
頗
る
多
か
っ
た
こ
だ
が
小
田
原
潜
iij大
久
保
侯
の
報
告
に
明
か
で
あ
る
J

滑

津

甲
豚
等
の
報
告
が
互
い
の
で
.
此
か
ら
閣
及
び
北
は
如
何
で
あ
っ
た
か
評
か
琴
b
ぬ
｡
然
れ
で
も
伊
豆
伊
東
で
元
症

地
震
の
津
浪
襲
妹
の
供
養
碑
文
を
試
み
p
其
の
金
-
趣
を

一
つ
に
し
た
の
か
ら
推
せ
ば
伊
豆
の
敢
嘗
寧
ろ
今
回
よ
-

も
大
き
か
っ
た
ら
し
-
.
償
っ
て
酉
北
に
も
少
-
も
同

じ様
に
延
長
し
て
ゐ
た
ら
う
ど
推
測
さ
れ
る
0
曲
の
地
震
の

特
徴
の

7
は
海
岸
の
隆
起
で
房
総
牛
島
に
は
今
回
･,J
同
じ
様
の
挺
化
が
起
っ
た
の
で
あ
る
｡

此
の
大
地
震
の
飴
麓
は
翌
年
ま
で
薦
い
た
後
軍
堅
二
年
二

七

〇
六
)
九
月
十
五
日
に

l
両
年
見
え
ぬ
さ
い
ふ
強
震

が
江
戸
を
見
舞
ひ
城
壁
に
小
破
竃
&
.起

し
p
東
に
四
年
二

七

〇
七
)
十
月
四
日
衆
海
南
海
閣
面
諸
道
に
亙
る
大
々
的

の
地
震
(

第
二
十

二
が
起
っ
た
｡

曲
の
震
央
樽
は
少
-
も
党
閥
約
七
官
肝
の
延
長
か
･J宥
し
､
其
の
初
静
の
震
源
は
恐
ら
-
は
室
戸
崎
の
附
鑑
の
土
佐

潤
に
在
っ
た
ら
し
-
p
其
の
沿
岸
の
震
動
最
も
激
烈
に
し
て
p
津
浪
も
次
い
で
起

ri/

高
知
捲
近
傍
で
は
其
高
さ
五

六
東
も
あ
っ
た
ĴJ
い
は
れ
.
流
失
家
屋

〓
揃
千
除
芦
に
蓮
L
p
沿
岸
田
畑
の
流
失
賭
し
-
.
金
城
し
た
捕
ビ
郷
が
百

ヶ
所
以
上
に
達
し
P
窒
声
楠
附
産
の
揮
岸
が
隆
起
し
た
革
質
も
あ
っ
て
.
天
武
天
真
十
三
年
の
地
英
も
此
の
如
き
現

象
で
あ
っ
た
も
の
ビ
想
は
れ
る
｡
紀
伊
水
通
か
ら
大
阪
幣
.
豊
後
水
道
か
ら
周
防
灘
等
に
至
る
ま
で
隣
接
し
た
泥
水

の
定
数
が
津
浪
だ
な
っ
て
漕
岸
か
J吏

ひp
大
阪
の
如
き
は
地
震
崩
家

叫
苦
四
千
月
橋
梁
の
破
壊
三
十
八
p
死
者

山
番

五
千
人
を
出
し
た
と
い
ひ
.
阿
波
紀
伊
伊
敦
等
の
損
客
も
頗
る
多
か
っ
た
.
東
面
道
筋
は
駿
河
両
年
ま
で
鑑
動
激
烈

探
鞍
地
袋
の
本
性
ハ
下
)

己

tL

蜘
五



地

球

第

1
番

解
四
｡茄
放

言
‥lI

〓

八

で
膏
原
宿
に
至
る
4
6で
都
邑
村
落
に
酒
家
tr仏
き
鹿
は
な
-
.
原
宿
か
ら
兼
は
農
事
少
き
ち
.
沿
岸
の
津
浪
は
下
山
ま

で
及
ん

だ｡

翌
十

1
月
二
十
二
日
に
至
-
富
士
山
周
遊
山
地
方
地
震
頻
馨
し
､
二
十
三
日
早
朝
ま
で
約
三
十
回
に
及
び
鳴
動
ど

共
に
爆
健
し
て
蟹
永
山
の
火
口
を
開
き
.
降
友
和
武
地
方
に
及
ん
だ
.
是
は
大
地
震
の

叫
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
だ
想
は
れ

る
｡
定
に
二
月
を
隔
て
ゝ
五
年

1
月
二
十
五
日

に江
戸
に
粥
麓
が
あ
わ
.
二
十
八
日
に
浅
間
山
の
噴
火
降
次
も
あ
っ

た

｡此
か
ら
三
十
七
年
目
の
娃
畢
三
年
二

七
四
六
)
に
強
震
が
あ
っ
て
少
し
-
家
屋
を
破
損
し
た
以
外
に
著
し
い
も
の

が
な
-
､
菱
に
二
一十
六
年
小
廉
を
頂
け
た
後
天
明
二
年
二

七
八
二
)七
月
十
五
日
小
田
原
近
傍
を
震
源
yJ
し
た
烈
震

(第
二
十
二
)
が
起
っ
て
.
江
戸
に
も
倒
塊
家
屋
が
あ
っ
た
0
助
の
時
も
小
田
原
城
の
石
垣
崩
れ
.
民
家
頗
る
破
損
し

箱
根
山
中
に
山
崩
も
起
っ
た
.
同
三
年
二
月
二
目
江
戸
に
強
震
が
あ
っ
て
p
翌
三
月
二
十
九
日
八
東
島
の
噴
火
が
め

っ
て
.
五
月
浅
間
山
の
活
動
漸
-
勢
を
増
し
p
七
月
六
日
大
に
噴
火
し
.
箱
娘
山
も
六
月
二
月
二
十
三
日
に
鳴
動
し

翌
日
ま
で
に
宵
回
許
の
震
動
が
遇
っ
た
｡

第
十
九
聴
紀
に
入
っ
て
文
化
九
年
(
7
人

〓

7)十

7
月
四
日
神
奈
川
保
土
ヶ
谷
蓮
の
局
部
的
烈
震
(弟
二
十
三
,)那

起
っ
て
p
品
川
速
ま
で
家
屋
の
破
壊
を
見
た
｡
此
の
一後
三
十
五
年
目
に
弘
化
四
年
二

八
四
七
)
三
月
二
十
四
日
の
蕃

発
.寺
大
地
震
が
起
っ
て
p
富
士
火
山
帯
の
北
端
に
於
で
晃
文
五
年
二

六
六
エハ
)高
田
大
地
寛
よ
rJ2
-
訂
へに
激
烈
を
梅



め
LJ
棟
操
れ力
を
髄
鞘
し
て
､
文
化
｣ハ
年
を
経
た
B.叔
永
ユハ
年
二

八
五
三
)
二
月
二
日
の
小
関
原
烈
相成
(第
二
十
四
)
が
遇

っ
た
0
此
の
激
震
は
速
-
三
河
遠
江
に
も
及
ん
だ
も
の
で
.
三
日
十
三
日
に
も
強
-
震

ひ酒
家
約
三
千
月
かtJ･生
じ
'

城
中
城
下
箱
舷
山
中
の
損
害
頻
る
多
大
で
あ
っ
た
｡
城
下
の
震
簿
は
天
明
に
惜
し
元
疎
に
も
士
屋
敷
の
r倒
潰
此
の
か

-

は
L･i
か

つ
克
,JJ
')
ふ
｡

翌
党
政
元
年
二

八
五
四
二
ハ
月
十
五
日
大
潮
伊
賀
伊
勢
の
大
地
震
が
あ
っ
て
.

郡
山
京良
上
野
四

日
市

を
連

ね
i
J

西
南
西

.
来
北
光
の

一
線
に
漕
ひ
猛
烈
を
極
め
p
帝
に
伊
封
土
野
城
下
の
破
損
甚
し
二

両
は
大
阪
北
は
大
津
八
幡

日
野
等
の
邸
邑
.ま
で
多
少
の
損
害
が
あ
っ
た
｡
曲
の
由

農
に
十
三
円
正
午
か
ら
十
四
日
ま
で
敗
回
の
強
震
が
之
に
発

っ
て
起
っ
た
の
は
頗
る
決
意
す

べ
き
も
の
で
あ
っ
た
o
是
は
嬰
政
元
年
蕊
の
地
震
で
e
基
の
各
十

7
月
四
円
9
東
海

鑑
に
大
地
震
が
匙

･il
.
頂

い
て
五
目
南
海
山
陽
山
陰
を

農

酵
す
る
大
地
震
(舘
二
十
重

が
起
っ
た
.

九
州
北
部
は
七

日
大
地
震
,,J
な
っ
た
だ
い
ふ
説
も
あ
る
｡

曲
の
地
震
は
寧

氷
四
年
の
.大
地
震
に
匹
敵
し
た
購

い
烈
震
の
地
域
を
宥
し

四
日
束
渥
拡
泥
中
に
堪
っ
た
も
の
は
箱
根
以
閣
美
濃
伊
勢
ま
で
家
屋
か
倒

壊
L
p
富
士
川
天
龍
川
に
浩
ひ
北
に
延
び

て
於
本
給
代
返
に
至
る
ま
で
家
屋
を
倒
壊
L
p
又
た
五
日

の正
業
濃
伊
勢
揖
閣
列
州し
-
熊
野
蔀
よ
-
+
.佐
ま
で
津
浪

を
点
け
p
山
陽
山
陰
九
州
等
に
至
る
ま
で
烈
震
を
斑
し
.
大
分
の
束
の
鶴
崎
の
如
き
殆

rrJ,H企
-
潜
れ
た
ど
い
ひ
山

陰
で
も
姶
注
杵
築
閏
は
頗
る
潰
家
7A,I-擬
し
て
た
o

栗
枇
二
年
二

八
五
吾

十
月
二
円
殖
び
聞
流
地
方
の
大
地
震
(錆
二
十
六
)
が
裁
っ
た
｡
其
の
性
質
は
描
部
的
烈
震

;I..畏
IP.'地
篭
り
本
件
(
F
･)

三:J去

㈹
恕



地

球

節
!令

弟
凹
｡玉
髄

丁胃
阿

叫
A

に
過
ぎ
な
か
っ
た
ら
し
い
が
.
震
源
が
江
戸
の
末
北
都
に
あ
っ
た
の
で
p
江
声
市
街
の
損
蕃
移
し
-
'
殊
に
其
の
静

定
時
刻
が
夜
間
で
あ
っ
て
.
火
事
を
伴
っ
た
溺
め
に
多
敗
の
死
者
数
も
親
し
p
安
政
大
地
震
ビ
し
て
今
～Liiま
で
記
憶

さ
れ
て
ゐ
る
｡
然
る
に
此
の

一
組
の
大
地
震
は
未
だ
是
で
終
ら
ず
､
同
四
年
閏
五
月
二
十
三
日
和
板
柳
荻
野
及
び
駿

河
閉
田
中
(藤
枝
近
傍
)
の
由

震
､
同
五
年
松
代
の
局
部
的
烈
震
及
び
同
六
年
二
月
五
日
の
.岩
槻
の
烈
震
が
薦
い
て
起

っ
た
｢

曲
の
大
地
震
出
発
後
輩
-
小
康
時
期
に
入
っ
た
･/J
見
え
て
.
明
治
二
十
七
年
二

八
九
出
)
六
月
二
十
日
の
東
京
強

震
ま
で
約
四
十
年
著
し
い
も
の
が
な
-
､
曲
の
地
震
も
零
点
の
東

北
部
に
在
っ
た
ら
し
い
.
其
後
ま
た
約
三
十
年
間

も
著
し
い
激
震
を
見
ず
L
T

Z
昨
年
頃
か
ら
張
農
が
衝
動
し
て
終
に
昨
年
九
月

7
日
の
大
地
震
ど
な
っ
た
評

で
め

る
○以

上
列
嚢
し
た
地
震
発
動
の
歴
史
を
通
覧
し
て
敦
も
顕
著
従
事
貨
の

一
/̂J
し
て
注
意
さ
れ
る
の
は
高
田
善
光
寺
甲

雁
小
田
原
北
棟
を
速
鮎
し
た
囲
孤
に
近
い
曲
鍬
上
に
震
源
を
有
す
る
地
震
が
屡
大
破
壊
を
起
し
た
も
の
で
.
梓
に
小

相
原
附
近
の
震
源

のが
度
々
起
り
.
長
い
震
央
帯
を

一
時
霊

収
抽
し
.
叉
克
之
に
薦
い
て
未
満
南
面
の
延
長
兼
に
大

な
る
震
光
井
の
震
動
に
光
っ
て
聴
勤
し
た
こ
/̂J
で
あ
る
.

曲
の
歴
史
か
ら
我
々
の
学
ぶ

一
の
重
大
な
革
質
は
大
森
博
士
の
謂
ほ
れ
た
大
地
震
の
起
っ
た
後
は
地
下
に
在
っ
た

非
常
に
弱

い
箇
虞
が
除
か
れ
.
震
源
中
で
震
動
の
′敢
-
烈
し
か
つ
.LJ
場
底
は
震
後
に
は
其
田
岡
の
地
方
よ
-
も
迄
か



ii
安
全
打･{魔
･1J
謂
っ
て
よ
い
ど
の
言
ビ
正
反
射
に
､
或
る
場
魔
は

7
解
放
劇
度
の
中
心
ど
な
っ
た
後
幾
皮
-
劇
虚
に
見

舞
は
れ
る
運
命
を
持

っ
て
ゐ
る
こ
ど
で
あ
る
｡
換
言
す
れ
ば
劇
貫
後

一
時
小
鹿
を
渠
し
む
も
､
三
四
十
年
乃
至
七
八

十
年
も
経
て
住
民
の
記
憶
か
ら
消
え
ん
と
す
る
頃
に
再
び
英
厄
が
降

-
か

/I-
'
崩
瓢
は
何
時
ま
で
も
窮
鮎
ビ
し
て

存
檀
す
る
こ
E
で
あ
る
.

此
の
革
質
は
構
造
地
震
説
か
.-r

躍
れ
て
洗
虚
に
岩
膿
が
注
入
し
て
底
盤
状
を
成
し
た
後
'
其
の
固
結
す

る
ま
で
の

間
に
岩
果
糖
の
擬
制
ご
ざ
に
水
魔
カ
が
偶
は
つ
て
地
軸
に
割
れ
目
を
作
-
脈
状
に
注
入
す
る
'J
考

へ
る
方
が
造
か
に

簡
革
に
説
明
せ
ら
れ
る
｡≡

票
深
登
地
震
の
地
表
に
起
す
結
党
p
断
層
及
び

地
震
構
造
線
の
成
立

此
の
嘉

-
岩
県
の
注
入
に
よ
っ
て
地
殻
下
層
に
急
激
に
翻
目
が
出
来
て
地
質

/̂J
L
で
地
変
に
震
動
が
樽
は
つ
て
氷

る
も
の
LyJ
す
れ
ば
p
其
の
結
果
ビ
し
て
生
ず
る
地
東
に
近

い
地
盤
及
び
衷
面
の
盛

勘
は
成
る
程
澄
ま
で
は
今
日
構
造

地
震
.,義

政
し
氷
っ
た
も
の
に
件
ふ
種
々
の
現
象
ビ
薫
る
桝
は
殆
ぎ
t･.
い
｡
典
の
画

題
ど
な
る
べ
き
は
断
厨
及
び
地

農
構
造
証
打
言

も
の
ど
の
関
係
如
何
で
あ
ら
-
ビ
憩
は
れ
る
｡

碓
巧
拙
監
り
本
性
(
下
)

亭
‥
況

仙
九
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一
冬

第
四
｡先
非

萱

ハ

エ0

窮

〓
崩
に
於
て
奨
げ
L
Jか
-
今
回
大
地
震
に
借
り
震
動
の
烈
し
い
の
.で
存
在
の
改

め
ら
れ
た

一
定
の
走
向
に
従
ひ

並
行
す

る
多
数
の
構
造
融
は
如
何
し
て
出
水
た
か
を
允

づ
考

へ
ね
ば
な
ら
ぬ
｡

其
の
走
向
を
観
る
に
或
は
震
央
鼎
の

走
向
に

山
致
し
或
は
斜
交
す

る
こ
AjJ
が
火
山
帯

に
於
て

l
股
走
向
に
劉
充
す
f:n
雁
行
噴
出
線
を
認
め
る
の
LE
鹿
を
同

-
し
て
ゐ
る
｡
故
に
此
の
如
き
構
造
継
を
起
票
据
ビ
考

へ
て
構
造
線
が
震
動
を
起
し
た
根
本
的
原
因
で
あ
る
ど
は
考

へ
ら
れ
ぬ
Q

曲
の
如

き
構
造
練
か
地
質
固
及
び
地
形
岡
上
に
追
跡
す
れ
ば
.
基
が
同
時
に
著
し
い
地
貌
上
の
榊
:'化
の
趨
勢
に

1

致
し
て
ゐ
る
も
の
が
あ
る
｡
浦
勾
川
の
両
側
松
田
山
北
甫
北
閣
南
東
孤
の
如
-
地
溝
を
造

っ
た
7iI
の
が
同
時
に
今
回

震
動
の
,最
も
激
甚
な
線
で
あ
-
､
之
に
斜
交
す
る
軸
組
卯
酉
線
の
迫
志
山
塊
の
甫
腰
を
縦
赦
し
て
董
地
を
造
っ
た

ち

の
./
如
き
も
之
に
劣
ら
ぬ
激
甚
な
継
で
あ
っ
た
J
の
は
其
の
折
薯
な
例
で
あ
る
｡
此
等
は
何
れ
も
今
回
大
地
震
の
起
る

以
前
に
既
に
存
在
し
た
構
造
線
で
あ
る
｡

然
れ
.r/J
も
又
た
著
し
い
地
貌
上
の
揖
化
の
な
い
も
の
で
今
回
の
震
動
に
よ
っ
て
初
め
て
現
ほ
れ
た
･7C
の
が
決
し
て

少
-
な
い
｡
伊
豆
隼
島
聖

的
酉
で
は
殊
に
此
の
如
き
潜
伏
構
造
銀
f̂J
で
も
呼
ぶ
べ
き
も
の
が
あ
る
Q
此
の
一場
令
に
は

偶
分
線
其
も
の
は
以
前
か
ら
地
殻
の
一班
製
だ
し
て
存
在
し
た
Ĵ!J
し
て
も
今
回
の
駕
勤
で
著
し
-
な
っ
た
も
の
が
あ
る

べ
き
で
.
恐
･･i'-
は
新
に
班
裂
が
出
水
吾
の
が
金
-
無
い
ざ
は
謂
は
れ
ぬ
の
で
あ
る
C
故
に
我

々
は
之
を
概
括
し
て

激
震
に
件
ひ
折
裂
が
珪
じ
'
既
に
出
家
で
ゐ
た
-
の
が
夏
に
大
-
深
い
-
の
に
生
長
す
る
傾
向
を
有
す
る
だ
考

へ
て



よ
か
ら
-
t,J
信
す
る
0

震
央
に
位
す
る
祈
製
が
岩
張
注
入
の
時
に
起
す
建
潮
を
考
ふ
る
に
､
園
に
示
す
如
-
多
少
曲
糾
し
た
班
製
に
注
入

し

た

噴
出
岩
山
兼
め
に
地
盤
が
喰

箪

ブ
て
雑
得
る
J
故

に
時
だ
L
で
大
地
震
に
件

ひ
地
表
に
生
す
ろ
陳
腐
が
此
の
如

き
深
慮
に
起

っ
た
噴
出
作
用
に
聞
聯
し
て
珪
じ
た
も
の
が
あ
-
得
る
の
で
あ
る
O
之
を

7
概
に
水
成
岩
層
白
身
の
み

に
起

っ
た
構
造
上
の
慶
劫
ビ
研
す
る
こ
t,J
が
出
水
ぬ
｡
大
地
震
の
時
で
も
起

っ
た
断
層
の
喰
違
ひ
の
太
さ
は
数
十
尺

!

.

以
上
の
も
の
が
殆
BA/J
な
い
の
で
あ
っ
て
p
曲
の
如
m
J捷
化

T
-

3

‥･‥..
.]

･
哲

.I

.

..
[･

一･
.
.;
.]

･.
F
･J?
=][;:.)･:..::
∵

-:･7.
.･
.:

【i

ば
な
ら
ぬ
の
は
我

々
の
今
提
出
す
る
断
暦
の
成
因
は
あ
ら

仰
る
場
合
を

説
-
曲
の
唯

7
の
考

へ
方
で
解
せ
ん
だ
す

る
意
味
で
な
い
こ
そ
で
､
摺
IE
に
件
ふ
て
出
凍
る
も
の
に
は

仝
-
噴
出
岩
の
注
入
を
考

(J
る
必
要
の
な

き
も
の
が
あ
る
の
を
認

る
の
は
勿
論
で
あ
る
｡

東
に
進
ん
で
構
造
線
が
震
源
か
ら
の
震
鋤
の
樽
鵜

に
射
し
て
如
何
な
る
開
係
わ
･J有
す
る
か
を
考
ふ
る
に
､
祈
裂
は

理
論
上
十
粁
以
上
ま
で
開

い
た
ま

ヽ
で
存
立
し
得
る
YJ
し
て
も
貸
除
開
い
て
ゐ
る
の
は
地
表
に
近

い
塵

に
限
ら
る
べ

き
で
f
岩
層
S
性
賓
に
LIi
つ
て
院
々
で
あ
る
べ
き
も
､
恐
ら
-
は
玉
野
以
上
の
下
府
ま
で
は
逢
し
て
ゐ
な
い
か
)･J
想

像

T
J
頼

り3
0

今
惜
=た
震

源

が
地
下
三
十
紺
の

洗
F,Jを
有
す
る
ピ
サ
ば
p
震
火
か
ら
三
十
群
の
鷹
に
あ
る
五
野
の
洗

さ
に
蓮
す

る
有
効
班
梨
は
拍
損
の
振
動
の
大
部
分
を
吸
収
し
て
約
六
粁
即
ち
三
十
六
群
の
塩

に
至
れ
ノP
再
び

千
キ
ル

粍
故
地
放
り
r本
件
(
F
･)

誉

心

こ
J
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球

第

7
有

罪
凹
｡五
雛

三
‥八

こ
こ

ギ
ー
の
壷
部
が
表
面
に
蓮
す

る
こ
と
に
な
る
｡

東
に
大
き
な
振
幅
の
表
面
淡
も
同
じ
-
振
動
の
大
部
分
が
吸
収
さ
れ

て
し
ま
ふ
も
の
ビ
想
は
れ
る
O
若
し
此
の
加
-
考

へ
得

る
な
ら
ば
薯
し
い
構
造
鋸
が
少
-
も
淑
肝
を
隔
て
ゝ
現
は
れ

凍
る
革
質
が
箇
罫
に
説
明
さ
れ
る
の
で
あ
る
0
早
川
千
尋
氏
は
盲
利
根
川
流
域
で
約
二
肝
を
隔

てゝ
震
動
の
烈
し
い

脱
が
あ
る
さ
い
は
れ
先
の
は
此
の
如
-
考

へ
て
説
明
す
れ
ば
小
班
裂
の
影
響
が
兼
に
密
接
し
て
現
は
れ
る
こ
と
に
な

る
○此

の
考
察
に
よ
れ
ば
或
る
震
源
に
度
々
大
地
震
が
起
れ
ば

7
足
の
位
濃
に
班
裂
が
生
じ
.
又
た
英
が
次
第
に
生
長

し
て
行
-
の
は
常
然
の
結
果
で
あ
る
｡
之
を
換
言
す
れ
ば

一
つ
の
麓
源
が
出
来
て
活
動
が
永
-
薦
-
も
の
だ
す
れ
ば

其
の
期
間
に
之
に
瓶
瞥
す
る
構
造
腺
が
出
水
で
此
の
震
源
か
ら
の
震
動
を
赫
別
に
大
き
-
戚
ず
る
も
の
ど
な
る
.
他

の
震
源
か
ら
起
る
地
震
は
曲
の
構
造
線
に
射
し
て
或
は
放
免
を
現
は
さ
ぬ
こ
と
も
あ
れ
ば
'
又
た
東
に
班
裂
を
樹
大

し
て
前
者
を
震
源
ビ
す
る
次
の
地
震
に
際
し
て

】
暦
大
き
t･･{効
果
を
現
は
す
桟
に
生
長
せ
し
め
る
こ
ど
も
あ
-
得
る

笠
で
あ
る
.

此
の
如
-
推
究
し
凍
れ
ば
岩
某
の
上
昇
運
動
に
起
因
す
る
深
費
地
震
に
於
げ
ろ
震
源
が
繰
返
し
て
震
動
を
馨
し
震

央
に
位
す
る
場
魔
は
永

い
時
期
の
一間
危
険
状
態
を
免
れ
ぬ
運
命
を
持

つ
･./J
同
じ
-
.
是
か
ら
或
る

1
定
の
師
部
を
隔

て
ゝ
並
走
す
る
構
造
鋸
上
に
在
る
場
塵
-
亦
た
震
央
と
危
険
の
運
命
を
共
に
す
る
笠
で
あ
る
ど
い
ふ
職
懐
す

べ
き
結

論
に
達
す
る
J



但
し
今
回
の
如
-
大
き
な
震
動
を
被

む
つ
た
後
に
は
其
の
あ
る
も
の
が
大
き
-
花
つ
た
薦
め
に
之
よ
-
-
震
源
か

ら
滝
い
も
の

､
中
之
に
接
近
し
た
或
る
も
の
が
p
前
者
の
陰
影
に
遮
ら
れ
て
'
他
日
同
震
源
に
起
る
地
麓
の
震
動
が

或
は
軽
減
せ
ら
れ
る
場
倉
も
可
能
ビ
想
像
し
得
ら
れ
る
｡

断
層
の
成
生
に
闘
し
て
周
は
考
慮
せ
ね
ほ
な
ら
ぬ
の
は
構
造
繰
上
の
地
鮎
に
於
け
る
震
動
の
性
質
で
あ
る
｡
震
央

か
ら
構
造
線
に
鑑
角
に
引
い
た
砿
線
の
攻
鮎
に
於
け
る
地
線
の
r*
子
を
考
ふ
る
に
'
縦
級
の
振
動
が
此
の
構
造
銀
の

示
す
班
裂
両
に
荘
角
に
避

-
'
横
波
の
至

も
な
分
力
は
之
に
挙
行
に
避
る
べ
き
で
.̀
振
幅
及
び
週
期
の
大
き
な
表
面

波
C
t振
動
も
亦
た
之
に
平
行
し
て
起
る

べ
き
で
あ
る
｡
而
し
て
此
の
庶
視
か
ら
隔
た
る
に
従
ひ
構
造
線
上
の
分
子
の

振
動
は
縦
波
及
び
横
波
の
振
帖
の
小
さ
な
も
の
IJJJ
な
る
が
.
衷
両
級
の
方
は
樽
播
方
向
に
斜
交
す
る
班
裂
面
に
於
て

除
程
趣
が
異
な
る
筈
で
.
仲
に
構
造
線
が
虞
火
に
接
近
L
L
J場
倉
に
は
混
交
鮎
か
ら
少
し
距
れ
ぼ
殆
ん
''M
樽
括
方
向

に
一
致
し
て
凍
る
し
､
又
た
地
盤
敦
上
の
性
貿
が
均

f
で
t･4
い
閲
係
か
ら
曲
の
孤
が
境
界
ど
な
っ
て
両
側
が
別
々
に

ク
ネ
リ
の
様
な
大
き
い
波
長
の
放
物
を
起
し
地
盤
の
喰
違

い
を
起
し
得
る
の
で
あ
る
｡

此
の
如
-
考

へ
得
る
な
ら
ば
構
造
線
の
或
る
も
の
に
喰
違
い
の
遡
る
の
は
必
L
も
地
盤
下
静
に
於
け
る
断
厨
の
成

生
に
起
出
せ
や
し
r
f之
.yJ
無
的
係
な
る
震
動
の
結
果
に
外
な
ら
ぬ
も
の
に
な
る
C
即
ち
表
面
に
断
暦
の
外
観
か
,.成
す

も
の
が
出
雄
た
ど
し
て
も
是
か
ら
推
し
て
地
殻
下
僚
に
垂
鑑
及
び
水
車
の
.JJ
動
が
起
っ
た
と
は
謁

へ
ぬ
｡
況
ん
や
是

か
ら
鑑
に
断
層
が
震
潮
か･J起
し
た
原
因
で
あ
っ
LJ
だ
推
定
す
る
に
於
て
お
や
で
あ
る
.

土
鼠
の
蹟
路
の
加
,F,隆
題
が

探
監
地
雷
の
本
性
(
F
･)

孟
○水

芸
品



地

球

節

L
i.b

鰐
川
｡
双

紙

空

O

芸
e=q

激
震
の
瞳
に
疎
転
な
表
土
に
出
祈
る
こ
JJJJ
が
あ
る
の
∴
仁

同
i
J

様
な
質
鞠
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
.

前
者
が
断
肘
の
形

を
成
す
た
め
に
過
韮
親
さ
れ
て
は
な
･h

ぬ
?

構
造
線
が
地
震
の
他
動
に
揮
ひ
成
生
し
又
た
準
揺
す

る
の
は
大
地
震
の
時
に
日
興
す
る
事
蜜
か
ら
柾
の
な
い
所
で

あ
る
｡
是
か
ら
東
に
柳
原
の
成
因
に
考
究
す
れ
ば
"
曲
の
加
-
し
て
出
水
た
地
盤

の

由

紀
が
次
に
地
殻

に
起
る
躍
動

に
際
し
研
梨
の
洗
い
だ
け
そ
れ
だ
け
重
婁
な
意
義
を
持

つ
ベ
4.,･Jは
同
じ
-
欝
然
で
あ
る
0
岩
壁
の
上
昇
運
動
に
幣
-

之

恵
相
ひ
終
に
表
面
に
蓮
し
て
火
山
噴
出
を
見
る
べ
き
は
何
人
も
節

一
に
想
着
-
べ
-
p
其
の
表
面

に
連
せ
ず
し
て

淀
成
岩

,̂J
し
て
底
舘
岩
柵
等
ど
な
る
場
令
に
､
之
に
治
ふ
て
陸
甫
凹
凸
の
大
形
を
左
右
す
る
が
如
き
大
き
な
歪
曲
及

び
柳
原
を
も
蕪
す
る
の
が
同
じ
-
容
易
に
鞘
愈

IT7Jrれ
る
.
仝
-
水
成
岩
牌
の
み
ょ

-
成
る
地
方
に
硫
化
金
属
の
錬
脈

が

】
淀
走
向
TlI:有
す
る
断
歴
及
び
班
梨

に
開
聯
し
て
屡

々
現
出
す

る
こ
と
か
ら
推
せ
ば
､
曲
の
如
き
噴
出
岩
塊
の
潜

伏
が
排
し
て
稀
有
で
な
-
て
寧
ろ
極
め
て
普
通
で
あ
る
ビ
考

へ
ら
れ
る
｡
従

っ
て
側
腫
カ
で
山
操
が
出
水
た
三

｡
え

前
提
か
ら
離
れ
て
大
規
模
の
函

静
の
〟成
蕪
を
岩
麓
注
入
作
用
に
よ

っ
て
説
明
す

る
こ
と
が
出
氷
る
場
合
が
少
-
は
あ

る
ま

い
ど
想
は
れ
る
｡

荷

は

三
.=
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
は

.･･:
ク
ス
の
所
謂
衝
動
税
ビ
ホ
ッ
プ
ス
の
唱

へ
吾
地
震
構
造
脱
ぎ
の
鑑
別
で
あ
る
｡

ホ
ッ
プ
ス
の
地
震
構
造
線
な
る
も
の
は
既

に
逓

べ
た
か
-
､
岩
石
の
.節
埋
ビ
同
じ
様
に
発
達
し
た
地
姓
の
班
裂
で
あ

っ
て
､
'･,7t
ク
ス
の
衝
動
緯
な
る
も
の
は
カ
ン
プ
舘
の
如
-
群
接
に
表
面
の
構
造
に
開
係
の
t､6
い
-
の
で
､

ヘ
ル
ネ

ス



は
同
じ
-
究
ア
ル
ブ
.ス
の
南
部
及
び
デ
イ
ナ

-
ア
､
ア

ル

プ
ス
で
何
曲
系
の
走
向
を
横
断
し
又
は
斜
載
す
る
動
線
を

想
定
L
吾
の
も
之
に
属
す
る
｡

日
本
に
於
て
カ
ソ
プ
練
に
頻
似
す
る
も
の
は
四
問
か
ら
中
団
に
亙
り
土
佐
轡
の
来
遊

か
･1
枚
江
近
傍
に
引

い
た

1
鮪
で
あ
っ
て
p
吏
政
元
年
冬
の
大
地
震
に
認
め
ら
れ
､
又
昨
年
十
二
月
の
室
戸
崎
近
傍

の
地
震
に
も
認
め
ら
れ
た
｡
此
の
如
き
横
賞
は
潰
児
地
質
の
根
尾
谷
断
簡
の
加
-
地
表
に
形
跡
を
現
は
さ
ぬ
軍
突
端

で
あ
る
ら
し
-
､
地
震
構
造
線
t,J
方
向
を

1
に
せ
ね
こ
･fJ
は
火
山
帯
だ

l
火
山
の
火
口
排
列
･､し
の
走
向
の

1
致
せ
犯

の
),
同
じ
開
係
で
あ
る
.
大
森
博
士
の
研
究
で
明
か
な
る
が
如
-
根
尾
谷
断
層
も
局
部
的
の
地
割
れ
の
走
向
か
ら
考

ふ
れ
は
北
西
南
東
か
ら
海
北
の
閥
の
班
裂
か
ら
成
立
っ
た
も
の
に
な
っ
て
p
曲
の
如
き
摘
裂
の
速
崩
が
震
兜
帝
を
成

し
た
の
で
あ
る
｣

濃
尾
地
震
を
横
定
ご
い
ふ
な
ら
ば
今
回
の
大
地
震
は
太
髄
和
摸
山
櫨
に
並
走
す

る
甜
農

/̂J
呼

ぶ
べ

学

も
.
ア
ル
プ
ス
の
′衝
動
継
の
加
"
J箇
異
化
紅
組
で
示
す
二
だ
が
出
水
ぬ
｡

脚
闇
p
檀

蔑
地
震

ご
残
留
地
震

我
々
は
今
回
の
大
地
震
を
濫
費
地
震
,JJ
着
順
し
て
其
の
現
象
を
僻
揮
せ
ん
.,vJ
試
み
凍

つ
た
が
p
曲
の
東

城
に
大
小

の
地
震
が
長
短
の
時
間
を
隔
て
～
頂
塘
す

る
革
質
に
就
き
更
に

一
階
せ
ね
は
な
ら
ぬ
｡
其
の
原
因
が
巾▲州束
の
丑
耕
運

勤
に
在
る
結
果
ビ
し
て
地
震
の
海

蛇
に
は
或
る
浅
慮
で
停
止
し
て
固
鮎
す
る
場
令
,fJ
路
に
地
表
に
達
し
で
火
山
作
用

か
.藤

現
す
る
場
脊
亡
が
考

ハ､
ら
れ
ム
P
而
し
て
ブ
ラ
ン
カ
の
注
意
し
た
加
-
前
者
は
後
者
よ
-
も
遊
か
に
敗
に
於
で

粍
菟
地
震
の
本
地
(
下
)

空

.
-

H

.胤



地

.
球

第

7
谷

鰐
川
孟

雛

窒
1

こ

詫

多
か
る
べ
き
で
あ
る
か
ら
'
其
の
下
僚

に
注
入
し
始

め
て
か
ら
或
る
魔
ま
で
連
す
る
ま
で
に
増
資
す

べ
き
は
勿
静
で

あ
る
の
み
な
ら
ず
､
粟
粟
の
固
殆
す
る
ま
で
即
ち
液
膿
か
ら
間
鴨
に
な
亀
ま
で
の
用
に
酷
借
の
擾
化
が
起
る
に
従
ひ

水
腫
カ
に
よ
っ
て
搾
出
さ
る
ゝ
患
勤
に
薦

い
て
別
に
残
留
地
震

R
eSidua
1

E

a

rthquake
･/J
呼
ぶ

べ
き
性
質
の
震
動

が
資
産
す

べ
き
で
あ
る
.
若
し
ブ
ラ
ン
カ
の
高
調
L
LJ
気
髄
の
爆
費
に
起
因
す

る
震
動
が
避
-
得
る
と
す
れ
ば
､
同

じ
-
曲
の
敢
後
の
時
期
に
結
晶
作
用
の
進
行
に
件
ひ
或
は
起
る
か
も
知
れ
ぬ
二
満
願
の
下
に
在
る
鉾
馳
髄
が
突
然
爆

馨
し
得
る
か
は

一
見
頗
る
疑
は
し
/＼
憩
は
れ
得
る
が
之
を
無
職
す
る
こ
亡
は
出
水
ぬ
埋
由
が
あ
る
.

タ
ン
マ
ン
の
賓
廟
に
示
せ
る
高
座
下
の
飴
晶
作
用
に
瞥

-
膿
糖
の
膨
脹
を
来
す
事
賓
か
ら
推
せ
ば
深
成
岩
の
結
晶

す
る
冊
に
概
鵜
の
膨
脹
に
件
ひ
剰
飴
の
栗
東
が
搾

-
出
さ
れ
て
第
二
次
的
に
上
層
を
破

-
注
入
す
る
の
で
震
動
を
避

す
笠
で
あ
る
0
..F'
ク
エ
ソ
は
飴
晶
作
用
に
よ
る
岩
粟
分
化
作
用
を
論
じ
八
〇

バ
ー
セ
ン
･L
ま
で
結
晶
し
た
後
に
は
水

魔
カ
が
な
-
な
っ
て
構
造
性
の
鹿

カ
に
移
-
燈
る
ビ
考

へ
た
が
'
着
果
自
身
の
水
魔
カ
で
推
し
出
さ
る
～
作
用
は
曲

の
如
-
し
て
次
第
に
滑
失
す
る
も
の
/̂J
せ
ね
ぼ
な
ら
ぬ
｡

凍
北
大
尊
油
津
博
士
の
最
近
の
石
英
の
高

渦
度
に
於
け
る
膨
脹
率
測
定
の
成
績
は
此
の
問
題
に
或
る
重
要
LJ
野

不

を
輿

へ
る
も
の
で
.
千
二
官
軍

イモ

の
加
温
ビ
冷
却
,̂J
の
由

に
六
百
度
に
近
づ
-
ま
で
膨
脹
し
.
曲
線
は
急
に
折
れ

て
そ
れ
以
上
で
は
却

っ
て
少
し
-
収
縮
し
気
概
(iii･!J
L
で
炭
酸
瓦
斯
)
が
僚
放
し
､
冷
却
す
る
時
に
は
六
百
度
逸
ま

で
は
膨
脹
し
､
其
&
.ら
急
に
収
縮
す
る
=
亡
が
知
れ
た
ら
し
い
｡
何
れ
同
博
士
の
精
細
な
報
告
は
本
誌
上
に
も
載
せ



き

7P･･～

-
-
1p～

---
ll
-｣

ら
れ
る
yJ
恕
ふ
が
､
今
我
々
の
考
察
し
凍
っ
た
石
英
閃
紘
岩
の
岩
柴
の
場
令
に
此
の
事
賓
を
考
慮
に
入
れ
る
t･bら
ば

高
座
高
温
状
態
に
在
る
洗
成
岩
の
冷
却
に
瞥
-
膨
脹
す
る
弟
め
に
起
す
壁
勤
が
同
じ
-
頗
る
韮
嬰
の
意
義
を
持
っ
て

凍
る
.

文
化
瓦
斯
の
或
る
渦
皮
で
聴
散
す
る
の
も
而
白

い
革
質
で
あ
る
J
ブ
ラ
ン
が
鉾
岩
熔
融
賓
験
の
時
に
見
る
も
の
か

ら
火
山
爆
勝
の
原
因
を
推
諭
し
た
如
-
p
此
の
場
令
に
も
深
成
岩
固
飴
作
用
の
進
行
中
に
瓦
斯
の
爆
静
が
起
る
ビ
考

へ
得
る
か
否
か
､
我
々
は
今
共
ま
で
葡
究
し
能
は
ぬ
が
､
著
し
同
時
に
膨
脹
に
よ
っ
て
地
殻
を
裂
い
て
静
願
力
の
局

部
的
麺
化
を
起
す
も
の
さ
す
れ
ば
.
此
の
瓦
斯
張
力
の
射
っ
た
震
動
が
想
像
さ
れ
得
る
｡

此
等
の
手
麿
を
考
ふ
れ
は
悪
果
の
上
昇
運
動
に
件
ふ
地
震
に
は
最
来
期
に
至
る
ま
で
色
々
性
質
が
興
っ
た
も
の
が

あ
る
評
に
な
る
｡

我
々
の
鉱
に
提
出
し
た
所
は
岩
某
に
開
す
る
極
め
て
偶
定
の
多

い
現
在
の
奇
説
に
立
脚
し
た
も
の
で
は
あ
る
が
'

1
部
は
既
に
岩
礁
地
震
論
者
の
考
慮
に
上
っ
た
所
で
あ
っ
て
'
開
覚
地
方
の
如
-
大
小
の
地
震
が
頻
々
ビ
し
て
起
る

場
魔
で
は
震
動
の
.小胤
接
原
因
の
多
種
多
様
な
る
を
憩
は
し
め
る
か
ら
､
箇
々
の
地
震
を
研
究
す
る
に
皆
つ
で
之
を
無

職
す
る
こ
亡
が
出
水
ね
の
で
あ
る
｡
結
晶
作
用
の
影
響
の
如
き
は
或
は
地
震
研
究
に
直
接
関
係
が
疑
は
れ
得
る
ビ
想

は
れ
る
か
ら
雅
に

二
日
し
て
優
-
0

今

述

べ
先
手
繭
は

7
の
栗
膿
源
に
就

い
て
考

へ
た
の
で
あ
る
が
p
潜
束
帯
の
公
憤
に
亙
っ
て
も
考

へ
ら
れ
る
の
で

鞘
野
地
怒
り
本
性
(
下
)

萱よ

こ
忠



地

球
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節
州
｡五
班

1三村

こ
凡

舶
模
山
脈
外
側
の
現
に
励
-,
地
震
を
適
す
農
射
精
の
如
き
は
恐
.I
-
は
節
二
短

音
期
に
火
山
作
用
を
現
は
し
た
器
楽

帯
が
山
脈
に
沿
ひ
地
表
に
近
づ
い
た
後
.
基
の
二

部
の
既
に
岡
地
し
他
の
残
存
す
る
部
分
が
基
の
外
側
に
於
て
苗
は

活
気
を
帯
び
て
ゐ
る
の
か

･,,J
想
は
れ
る
｡
之
に
反
し
て
岩
某
帯

的拭
艦
に
滑
っ
た
部
分
は
移
動
し
て
隣
接

L
LJ
富
士

火

思
川
･/-J
在
っ
て
火
山
作
用
を
臓
鵡
し
っ
～
あ
っ
て
p
今
は
末
だ
龍
鑑
に
林
間
せ
ら
れ
て
ゐ
ぬ
の
で
泥
壁
地
震
を
起

す

に
至
ら
ぬ
･,

,
憩
は
れ
る
.

基
の
氏

-
に
曲
の
地
帯
は
火
山
地
震
の
衰

源
帯
P.,J
着
倣
す

べ
き
で
.
華

北
七
年

二

七

七
八
)

の

大

鳥

､
天
明
享
年
二

七
八
二
…)
の
渡
聞
出
の
鳴
火
に
曹

･jt地
震
に
次
い
で
F
天

明
六
年
二
月
二
十

三

日
の

箱
根
山
の
ノ
地
震
の
加
-
噴
火
に
至
ら
ぬ
活
動
の
徴
候
も
あ
る
｡

地
表
に
露
出
し
た
噴
出
岩
魂
の
現
出
状
態
及
び
排
列
か
ら
想
像
す
れ
ば
闇
東
地
方
の
血

棺
下
僚
に
於
で
岩
葉
帯
か

ら
の
珪
八
が
あ

っ
て
'
其
の
底
磐
を
成
す
に
至
る
楯
に
は
表
両
の
凹
凸
に
著
し
い
挺
化
を
起
す
地
盤
頻
勃

･̂,J
,/也
-
.

此
の
如
き
器
楽
鮎
の
肢
節
を
成
す
所
の
岩
脈
の
裸
子
状
に
上
層
に
署
入
す
る
時
に
は
唯
震
動
の
み
が
表
面
に
地
震
ビ

し
て
佃
ほ
ろ
苦
で
あ
る
｡

地
震
の
原
因
を
岩
場
の
運
動
ご
考

へ
た
我
々
の
臓
定
説
は
此
の
血
-
地
顔
下
層
に
逓
る
現
象
を
取
択
ふ
の
で
あ
｣J3

か
ら
.
箇

々
の
地
震
少
研
究
す
る
に
常

っ
て
敢
･--J重
要
な
問
題
の
二

は
如
何
な
る
鑓
化
が
幾
何
粁
の
深
慮
で
起

っ
た

か

ど

い

ふ

郡

で

あ

る

.

之
一.T
A
惜
的
に
言

へ
は
或
る
ま
要
地
震
霊
削
後
に
薦
聴
し
た
震
動
が
同

…
鮎
の
上
で
上
下
の

方
向
に
如
何
に
移
動
し
た
か
む
知
れ
ば
け
岩
壁
注
入
の
初
期
か
ら
求
期
ま
で
に
他
姓
に
典

へ
吾
縫
化
を
確
知
す
る
欄



舘
が
得
ら
れ
る
｡
著
し
幾
回
か
の
鵜
測
に
よ
っ
て
賃
源
の
位
置
が
深

い
鬼
か
-
著
し
-
浅

い
塩

に
移
制
す
る
ど
せ
ば

注
入
作
用
が
硯
蒔
し
て
東
面
噴
出
に
近
づ
き
つ
ゝ
あ
る
傾
向
を
察
す

る
こ
/̂J
が
出
凍
る
J
大
正
七
年
の
箱
根
山
地
震

の
如
き
･JrJS
.ビ
現
に
桐
は
活
動
を
醍
柄
す
る
津
問
阿
蘇
等
諾
火
山
の
地
震
か
比
摸
し
得

る
紀
確
互
観
測
を
行
ひ
得
た

ら
は
岩
礁
運
鞠
の
.仕
方
が
明
瞭

,̂J
な
る
べ
き
で
あ
る
か
ら
､
我

々
の
暇
定
説
の
雨

視
が
如
何
な
る
程
皮
ま
で
正
し
い

か
は
知
れ
る
笠
で
あ
る
｡
文
化
今

回の
大
地
震
に
闘
し
て
は
初
鰹
以
妹
の
大
小
震
潮
の
震
源
rり
枠
種
･.･J
初
潮
の
性
贋

が
棉
密
に
知
れ
た
ら
は
我

々
の
偶
定
説
の
皆
否
が
白

か
ら
決
定
す

る
で
あ
ら
-
ビ
倍
す

る

0

我

々
の
考
麗
し
雑
つ
吾
杵
路
に
し
て
若
し
北
し
い
LJJ
す
れ
ば
地
震
現
象
研
究
の
根
本
問
題
の
箱

7
は
地
･Fjy
/･J
基
の

下
底
に
横

る
所
の
張
の
岩
某
珊
E
の
問
の
境
界
が
如
何
だ1.,る
形
状
,.甘
蓋
し
､
基
の
凹
凸
面
が
如
何
に
夏
化
し
て
行
-

も

の

か

む

知

る

に

在

る

｡

表
面
及
び
洗
鹿
火
山
作
用
な
る
も
の

ゝ
本
性
を
突
き
留
め
る
二
だ
が
招
来
ね
は
此
の
関
越

を

的
確
に

胴

決

し

得

ね

の
で

あ

る
か

rら
9

地
質
尊
者
の
描

山
の
任
務
は
.;T=JTに
未
甫
流
出
岩
の
卦
布
や
噴
出
状
態
を
攻

･i.j
す

る

の

み

に
限
ら
れ
な
い
の
み
･･Ll
ら
㌢
p
洗
成
岩
ビ
派
出
軍

.･J
の
闘
稀
を
開
明
す
る
に
在
る
こ
亡
は
明
か
で
あ
る

布
目
ま
で
農

英
操
防
調
査

骨
の
事
業
の

;
部
ビ
し
て
蛮
行
し
た
火
山
調
査
の
範
園

を
描
粧
せ
ね
は
地
震
現
象
に
判
す

る
最
の
地
質
単
的
購
準

,1･,試
み
る
こ
FjJ
が
出
雄
ぬ
の
で
あ
る
｡

箱

二
S
枚
本
問
題
は
岩
粟
基
も
の
井

に
岩
某
帯
ま
で
の

閏
を占
む
る
物
質
の
性
状
桓
明
に
す
る

こ
Tj!J
で
あ
る
が
是

は
地
球
物
理
単
の
方
面

か
ら
攻
究
す

る
Al,J
同
時
に
地
球
化
単
の
方
南
か
ら
攻
究

せ
ね
ぼ
守

ら
ぬ
の
は
勿
論
で
あ
る
｡

.'･.iL'･':I:.I.'･E
il告

+
t
=+

.f･
し

こ

.二九

二
九



地

球

節

一
な

第
四
.五
紙

空
六

三
0

地
孤
増
加
率
.

地
殻
静
腫
カ
p
構
成
物
嚢
中
に
倉
ま
る
～
媒
融
鵬
妹
溶
醇
の
種
頚
性
贋
の
舶
瓦
関
係
が
共
に
垂
婁
な

問
題
ど
な

っ

て
凍
る
の
で
あ
る
か
ら
.
今
日
の
∵我
々
の
之
に
関
す
る
憩
融
で
は
決
し
て
的
確
な
基
礎
を
此
に
求
む
る

こ
/̂J
が
出
水
ぬ
｡

第
三
は
地
質
構
造
の
研
究
で
あ
る
｡

我
々
は
地
震
を
適
す
原
動
力
が
地
殻
の
下
層
を
占
ひ
る
岩
堤
の
運
動
で
あ
る

A/J
考

へ
て
ら
P
其
の
上
昇
運
動
は
岩
暦
の
構
造
に
よ
っ
て
支
配
･y7J
れ
る
の
は
勿
論
で
あ
る
O
火
山
岩
及
び
洗
成
岩
の
.

噴
出
箱
の
地
異
構
造
か
ら
其
の
下
僚

を
古
む
る
栗
塊
源
の
排
列
及
び
形
状
を
推
知
せ
ね
ば
な
ら
ぬ

ノ

上
昇
運
動
の
末

期
に
な
っ
て
地
盤
に
近
づ
い
た
後
に
は
有
数
班
憩
両
を
利
用
し
て
上
昇
を
戯
け
る
べ
き
で
あ
る
か
ら
.
東
に
癖
造
が

密
接
の
闘
係
を
持
つ
こ
ど
に
な
る
Q

曲
等
の
租
本
的
関
係
を
有
す
る
外
に
表
面
に
於
け
る
地
震
の
破
壊
作
用
が
ま
と
し
て
構
造
線
に
左
石
さ
る
ゝ
こ
,̂J

は
前
に
述
べ
た
通
･･C,で
あ
る
か
ら
P
地
震
研
究
の
賓
際
問
題
,,J
し
て
詳
密
な
地
質
構
造
調
査
な
行
ふ
の
が
必
要
で
あ

る
○京

都
大
軍
で
中
村
教
授
指
導
の
下
に
尊
堂
の
.踏
査
し
っ
ゝ
あ
る
近
畿
地
方
に
於
て
.
洪
績
厨
毒
地
の
周
遊
に
急
斜

厨
が
露
ほ
れ
て
平
地
と
の
間
に
断
牌
の
存
在
蟹

ポ
し
.
又
た
京
都
平
地
の
西
遊
古
生
牌
山
地
に
北
徴
兼
の
断
層
が
並

走
す
る
等
の
革
質
が
明
か
ど
な
っ
た
如
き
例
か
ら
見
れ
ば
今
日
ま
で
の
地
質
調
査
の
程
淀
で
は
何
等
確
乎
た
る
材
料

が
な
い
｡
聞
兼
平
野
糾
如
き
-
ル
巧
ア
ヌ
の
巴
里
盆
地
地
質
構
造
問
の
一如

き
-
の
を
造
ら
ぬ
ば
な
ら
ぬ
｡
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叫
蕊
ー
熊
本
p
濃
尾
.

江
濃
､
島
原
諸
地
震
の
性
質

地
質
単
著
が
近
準

二
十
故
年
間
に
起
っ
た
日
本
の
強
大
な
地
震
に
就
い
て
調

べ
LJ
結
果
を
観
る
に
.
箇
々
の
場
令

の
飴
諭
は
何
れ
も
構
造
地
震
説
を
基
礎
ビ
し
て
寄
ら
れ
穴
の
で
あ
る
が
p
鵜
療
さ
れ
た
革
質
が
興
る
に
従
っ
て
見
離

が
御
慶
す
る
傾
向
は
認
め
ら
れ
る
｡
此
の
撃
説
漸
粟
の
傾
向
が
敦
も
明
瞭
に
現
は
ら
れ
て
ゐ
る
の
は
小
藤
博
士
の
諸

研
究
で
あ
る
｡

小
藩
博
士
の
明
治
二
十
六
年
発
表
さ
れ
た
濃
児
地
震
の
原
因
に
闘
す
る
箪
文
を
竃
む
に
明
治
二
十
二
年
七
月
二
十

八
日
の
能
蒙

烈
震
の
時
に
同
市
の
由

に
時
宜
す
る
金
峰
山
の
滑
水
･･;た
る
に
注
意
す
る
ビ
同
時
に
.-
河
内
谷
及
び
野

出

TS
両
孤
に
治
ひ
震
動
の
激
甚
誓
七
に
も
注
意
し
.
熊
本
地
震
は
断
厨
ビ
不
成
功
火
山
燥
教
･jJ
の
鮎
令
L
LJ
作
用
で

あ
る
と
し
.
何
れ
が
ま
姿
な
国
子
で
あ
る
は
明
言
し
難
い
が
.
烈
震
が
狭
い
班
裂
銀
に
治
ひ
漕
勧
空

ポ
す
も
の
で
あ

a
,jJ
い
ふ
串
賓
を
尊
ん
だ
ビ
結
論
さ
れ
た
｡

而
し
て
明
治
二
十
四
年
濃
尾
地
震
に
於
て
明
瞭
な
地
表
に
現
ほ
れ
た
断

層
を
FTRLLLi解
し
て
初
め
て
断
層
が
地
震
の
原
因
T'J
あ
る
/̂J
の
断
寛
を
下
さ
れ
先
の
で
あ
る
｡

然
る
に
こ
の
時
か
ら
二
十
年
目
に
辿
っ
た
江
潰
地
震
に
於
で
同
博
士
は
烈
震
城
の
略
は
盲
壁
牌
走
向
に
並
立
す
る

を
寵
空

し
縦
行
櫛
厨
地
震
,̂,J
挿
し
て
可
な
PI
と
い
は
れ
た
が
p
三
組
花
園
栗
噴
出
塊
の
南
北
に
偉
.す
る
に
注
意
し
て

今

回
の
地
盤
異
朝
は
宛
然
三
組
華

桐
山
翻
雅
が
本
源
た
る
が
如
し
ど
の
言
で
之
を
濁
さ
れ
た
の
み
な
ら
ず
p
最
後
に

粍
距
珊
禁
句
本
性
(
T
U

至

心

ilH



地

球

箪

t,
迩

節

州

立

裸

空

八

三
こ

メ

ル
カ

リ
ー
の

7
説
ビ
し
て
地
下
火
山
的
地
震
考
説
を
詔
介
し
て
地
下
に
物
質
の
移
晒
あ
る
と
い
ふ
郡
に
つ
JrJ光
諭

し
た
る
も
損
な
･-
!̂J
い
ほ
れ
た
｡

井
藤
博
士
の
血

の
最

後
の
着
服
鮎
は
常
時
鎗
-
注
意
せ
な
ん
だ
が
p
今
川
の
地
震
を
考
究
し
凍
れ
ば
p
先
生

も

亦

た
常
時
か
ら
既
に
構
造
地
震
説
を
桐
守
す

ノ付
の
意
志
な
-
し
て

山
煤
の
海

路
や
開
か
れ
た
も
の

,̂,J憩
は
ざ
る
を
得
ね

や
-
に
戚
せ
ら
れ
る
｡

大
森
博
士
の
地
震
の
原
因
に
闘
す
る
見
解
は
火
山
地
震
ビ
構
造
地
震
ど
の
服
罪
を
岩
粟
の
清
潮
ビ
暫
･.JJ
に
龍
か
れ

た
ら
し
い
が
p
判
然
だ
両
者
を
区
別
す
る
定
義
を
封

へ
ら
れ
先
ん
だ
｡
否
定

一
昨
年
の
㌦鳥
肌
地
震
に
封
す
る
意
見
曽

親
し
-
閉
-
機
倉
が
あ
つ
た
か
ら
曲
の
地
震
が
火
山
地
方
に
麗
-
泥
鬼
火
山
S
活
動
ビ
正
睦
開
係
あ
る
も
の
た
る
こ

A,,J
か
信
せ
ら
れ
て
p
最
初
長
崎
の
地
震
計
記
銘
ヤ
忠
放
火
を
求
め
ら
れ
た
時
に
は
浅
間
山
の
虚

源
の
洗
さ
七
粁
を
偶

克
し
て
震
央
七

島
原
潜
の
嘉

に
想
定
さ
れ
.
機
素

の
記
鎌
を
見
克
復
に
｢
軍
港
｣
に
聴
寂
rJ
る
ゝ
に
至
っ
て
閲
衆
地
方

の
地
震
ご
同
じ
-
三
四
肝
の
洗
ru
(〟,考
足
さ
れ
た
の
で
あ
る
｡
デ

ブ
ヰ

ソ

ン
は
大
森
博
士
の
火
山
地
震
に
火
山
カ
の

龍
按

S
作
用
に
起
因
す
る
も
の
ど
農
源
の
火
山
近
傍
に
在
る
も
の
/̂J
を
倉
む
に
満
足
せ
せ
し
て
震
源
の
浅
い
も
の
か

ら
洗
い
も
の
を

構
造
地
震
だ
し
て
閲
別
せ
ん
,JJ
し
た
の
に
は

7
臆
の
理
由
が
あ
る
O

然
れ
.?/J
も
島
原
地
震
は
熊
本
地

震
ビ
同
じ
-
之
を
火
山
作
用
か
ら
切
-
排
し
て
金
-
問
酷
の
地
顔
園
身
の
Lみ
の
療
鞠
,̂J
考

へ
難
い
.
我
々
の
島
原
地

震
を
研
究
し
て
獲
た
火
山
地
震
f̂J
所
謂
構
造
地
震
/̂J
は
互
に
移
-
壁
-
縛
る
ど
い
ふ
粕
論
か
ら
い
へ
ば
大
森
博
士
の
.



二
者
を
含
ん
だ
の
は
寧
ろ
通
常
な
見
解
で
あ
っ
た
｡

是
に
於
て
起
る
問
題
は
所
謂
構
造
地
震
な
る
も
.≡
.～
中
に
洗
麗
噴
出
作
用
に
起
因
す

る
も
の
ど
之
に
無
関
係
な
も

の
が
如
何
に
鑑
別
さ
れ
得
る
か
ど
い
ふ
瓢
に
蹄
著
し
て
凍
る
の
で
あ
る
｡
我
々
は
敢
て
構
造
地
震
帯
他
説
を
固
守
す

る
論
者
あ
-
写

し
て
p
之
に
挑
戦
す
る
意
志
を
持
た
ぬ
が
.
A:ガ
某
注
入
作
用
を
椴
足
し
て
今

-
之
に
符
愈
せ
ぬ
革
質

の
明
か
な
性
貿
甘
宥
す
る
も
の
だ
け
を
秋
嚢
の
構
造
地
震
亡
し
.
之
に
反
し
て
大
多
数
の
所
謂
構
造
抽
選
を
恨

-
に

淀
聡
地
温
の
中
に
含
ま
し
め
て
置
-
の
が
安
全
な
協
別
で
あ
る
tJJ
信
す
る
.

従
っ
て
構
造
地
農
と
い
ふ
〟壷

を
使
用

す
る
に
は
,
英
は
泰
面
の
火
山
作
用
に
今

～
闘
係
な
き
定
源
の
十
乃
至
二
十
肝
の
聞
む
越
え
ぬ
ら
の
p
帥
ち
祈
裂
膳

に
於
て
=..C
麓
上
昇
運
動
だ
没
交
渉
に
堪
る
地
震
藍

温
床
す
る
こ
亡
に
局
限
し
た
い
O

此
の
か
-
考
ふ
れ
ば
日
本
に
起
る
大
小
の
地
震
は
濫
費
地
笈
L/J
火
山
地
震
の
二
つ
に
嘩
す
る
も
の
が
多
数
を
古
め

て
ゐ
る
評
で
p
明
瞭
に
之
ビ
切
-
離
し
て
考

へ
得
る
場
令
は
僅
少
ビ
誓

Q
か
も
知
れ
ぬ
rJ
構
造
地
震
論
者
か
ら
見
れ

ば
或
は
非
常
に
極
端
に
走
る

風

解
ビ
さ

れ

得
る
が
p
我
々
は

1
鷹
此
の
作
業
用
臓
定
説
で
地
袋
現
象
を
考
察
し
た
上

で
所
謂
構
造
地
震
の
輿
の
惜
低
が
明
か
三

le
つ
LJ
後
に
其
の
地
位
を
確
定
し
た
い
希
望
で
あ
る
｡

我
々
の
鹿

定
説
ビ
従
姉
の
尊
説
亡
の
間
に
地
震
現
象
の
断
碑
上
氷
淡
相
容
れ
ざ
る
も
の
が
あ
る
こ
と
は
以
上
種
課

し
た
所
で
捌
か
で
あ
る
｡
敵
に
蓑
に
投
出
し
た
臓
定
説
が
成
立
つ
か
否
か
を
冷
静
に
吟
映
せ
ね
は
な
ら
ぬ
｡
此
の
問

題
か
閑
却
し
て
碓
氷
の
軍
説
を
根
線
だ
し
て
今
回
の
震
戯
善
後
兼
を
講
す
る
こ
ど
あ
ら
は
或
は
有
年
の
情
を
遺
す
か

滞
貨
地
震
り
不
具

下
)

至
れ

蔓
孟



も
知
れ
ぬ
｡

∵
2八
､､
結

第

7
容

鰐

川

｡
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Jlr..0
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我
々
は
闇
米
地
方
の
地
質
構
造
の
大
勢
を
基
礎
ビ
し
て
今
回
の
地
震
の
震
央
潤
を
考
察
し
凍

っ
て
.
第
二
鹿

有
期

噴
出
帯
が
iij妻
な
る
役
割
を
演
じ
た
も
の
だ
L
t
地
表
下
約
三
四
十
肝
の
問
に
伏
在
す
る
岩
壁
潤
に
於
け
る
捷
勘
が

大
地
震
ど
な
っ
て
巌
い
地
域
営
農
繊
し
た
ビ
推
断
し
た
の
で
あ
る
0
而
し
て
曲
の
恨
定
説
は
近
畿
地
方
の
地
震
の
場

令
に
も
適
用
さ
れ
て
熊
野
地
方
か
ら
地
利
著
江
諸
州
を
横
断
す
る
農
央
帯
の
下
層
に
も
火
山
岩
ど
な
-
深
成
岩
だ
な

つ
で
地
表
に
露
は
る
ゝ
岩
栗
源
の
本
髄
の
存
在
を
憩
は
し
め
る
形
跡
が
見
ら
れ
る
.
糞
に
陣
を
晒
じ
て
汐
ク
ス
の
研

究
し
た
ァ
ル
ブ
ス
の
場
倉
を
観
て
も
p
下
オ
ー

ス
･1
リ
ア
か
ら
ボ
ヘ
ミ
ア
ま
で
ア
ル
プ
ス
外
潤
だ
其
の
前
雨
音
期
地

塊
ど
な
横
断
L
LJ
衝
動
繭
カ
ン
プ
錬
な
る
も
の
が
同
じ
-
地
殻
下
層
に
蓮
原
甘
る
震
動
を
僻
旅
す
る
も
の
で
あ
っ
て

岩
菜
の
之
に
治
ふ
て
表
面
ま
で
現
は
れ
ぬ
所
の

7
種
の
洗
敬
地
震
ビ
考

へ
ら
れ
得
る
0

此
の
作
業
用
暇
定
説
は
今
日
ま
で
日
本
に
於
て
震
源
の
洗
さ
に
就
い
て
研
究
し
た
飴
某
と
解
合
L
p
デ
ブ
ヰ
ノ
ン

へ
ル
ネ
ス

の
如
き
構
造
地
震
詑
ま
張
者
の
考

へ
た
如
き
敗
肝
の
浅
慮
に
起
る
も
の
で
な
い
か
ら
'
今
日
ま
で
行
ほ
れ

た
班
梨
帯
に
於
て
起
る
ビ
考

へ
た
学
説
の
基
礎
を
鐙
し
得
る
告
で
あ
る
｡
故
に
断
層
は
地
震
の
一原
因
で
な
-
て
其
の

結
鼎
で
あ
る
ビ
考

へ
ら
れ
る
こ
亡
に
な
る
0



此
の
恨
定
説
に
よ
っ
て
地
袋
の
標
徴
を

榊
粋
す
れ
ば
贋
源
の
移
勤
が
上
下
の
方
向
に
起
る
べ
-
で
､
地
顔
に
注
入

L
L
J操
子
状
の
着
装
の
固
貼
す
る
ま
で
に
震
央
の
位
置
の
鼻
ら
ぬ
地
震
が
幾
度
か
起

-
p
之
A,三

先
の
,距
離
に
班
裂

が
次
箱
に
生
長
し
之
に
件
ひ
断
暦
を
地
表
に
現
は
す
如
き
こ
と
も
あ
-
得
る

'

叉
た
岩
兼
帯
か
ら
岩
壁
源
に
僻
は
る

水
魔
カ
の
影
尊
が
消
失
し
た
後
に
も
箇
々
の
岩
壁
源
に
起
る
固
始
作
用
が
箱
二
次
的
原
因
}J
な
っ
て
地
震
を
費
動
す

る
こ
と
も
考

へ
ら
れ
る
Q

構
造
地
震
説
が
裁
っ
た
の
は
或
る
火
山
地
方
に
地
震
が
鵡
つ
七
も
必
L
も
火
山
の
活
動
を
件
は
ぬ
の
ど
現
に
火
山

作
用
の
聴
現
し
て
屠
ら
ぬ
地
方
に
も
地
震
が
起
る
の
両
革
質
が
放
披
ど
な
っ
た
評
で
あ
ら
う
が
.
此
の
学
説
の
弱
鮎

は
世
界
の
火
山

ビ地
震
の
分
布
が
重
-
食
っ
て
ゐ
る
こ
}J
ゝ
時
ビ
し
て
火
山
の
活
動
ど
地
震
が
同
時
又
は
前
後
し
て

起
る
二

だ
のゝ
南

革
質
を
互
に
朝
-
粧
し
て
考

へ
ん
と
す
る
に
在
る
.
地
質
壁
上
か
ら
は
地
表
に
火
山
作
用
を
蓉
現

せ
ぬ
栗
東
の
上
昇
運
動
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
.
金
-
是
に
よ
っ
て
生
す
る
地
震
を
無
就
し
た
地
定
説
は
成

ま
た
ね
の
で
あ
る
｡
地
定
の
探
聴
性
を
認
め
て
初
め
て
此
の
両
面
の

小
鬼
舶
撞
着
す
る
如
き
革
質
を
解
秤
す
る
こ
と

が
出
凍
る
.

我
々
が
今
.I,),ク
ス
説
を
生
ん
だ
時
期
か
ら
温
か
に
l地
震
観
測
の
進
歩
し
た
脅
識
を
綜
合
し
て
p
震
源
の
洗
さ
ど
火

成
岩
噴
出
作
用
E
を
結
び
骨
け
て
攻
究
し
凍
っ
た
抽
英
と
し
て
p
ジ
ク
ス
龍
を
蓋
っ
て
再
び
フ
ム
ポ
〝

＼

ダ
ー
ヰ

ソ
等
の
主

張
し
た
岩
麓
箱
に
起
る
捷
動
ビ
考

へ
た
立
場
に
尻
ら
ん
1J
す
る
に
至
っ
た
解
路
は
以
上
述

べ
た
桝
で
略
ぼ

;.7-%
な
地
雷
の
本
性
(
下
)

要

望
盟



地

球

節

7
位

節
肘
｡
P
.戟

コ
..

:.:
三

六

明
か
ど
な
っ
た
ビ
信
ず
る
.

火
山
地
震
に
闇
し
て
は
目
下
印
刷
中
の
京
都
大
軍
紀
粟
に
掲
載
し
駕
島
原
地
震
が
盆
に
な
る
か
ら
'
其
の
減
食
に

本
誌
上
で
詳
説
す
る
精
で
あ
る
｡

忽
々
稿
を
起
し
た
の
で
静
通
の
順
序
を
嚢
し
櫨
我
を
失
し
埋
脅
し
に
-
い
鹿
が
多
い
か
も
知
れ
ね
が
'
節
句

を
離

れ
て
論
旨
の
大
概
を
推
解
せ
ら
れ
る
こ
と
を
覇
者
に
望
ん
で
筆
を
澗
-
｡

三

月

1
日
題
稿
)

舶
模
潜
徹
底
凹
凸
の
九
月

叫
日
地
震
以
後
の
担
化
に
祈
す
る
侮
軍
水
路
部
の
粕
測
は
三
月
に
至
っ
て
飴
基
の
公

表

を
見
た
か
ら
.
我
々
の
匪
掲
三
篇
の
除
論
さ
し
て
次
鵬
に
朗
敵
情
没
及
び
隆
起
の
意
義
如
何
を
論
究
す
る
積

で
あ
る
｡
(相
月
九
日
市
制
)第

七

版

栗

鼠

説

明

1

孤

榔

川

村

犬

川

崩

れ

九
月

7
日
大
地
笛
桝
仲
川
杵
か
封

づ
七
大
泥
流
rTJ
そ
れ
.1
聞
聯
し
て
越
っ
た
大
山

別
れ
り
状
況
を
温

岸
よ
り
四
即
し
て
織

っ
た
も
り
で
あ
る
｡
枇
肘
川
け
-
I,JJ
水
田
ら
か
な
り
拭
い
替
わ

占
め
i
i
蛾
提
村
で

阿
り
拡
上
,S･熱
淘
紬
の
陳
橋
か
加水
つ
て
わ
た
村
の
北
方
の
温
=.梓
6
1位
陸
地
に
帆
船
川
珊
が
め
つ
(
i
､
今

I
)の
脚
在
見
ろ
に
陸
相
に
大
部
分
破
状
さ
れ
抑
流
さ
れ
鵬
か
ド
薪
方
に
そ
り
形
骸
み
の
こ
し
右
端
の
停

抑
揚
.-r
iJ
彩
･J
形
も
tL･i
い
中
央
の
泥
流
の
下
に
は
数
十
の
家
屋
が
そ
の
R
=
佳
肴
ミ
北
八
に
判
っ
て
ゐ
ろ
｡

二

桝
奈
川
鯨
小
郡
南
布
野
村
中
今
止
り
地
.jJ
り

静
脈
先
軸
の
岡
林
か
捌
L
Y
求
西
.1二
光
ろ
噺
噂
か
み
る
O
昨
年
九
月

7
日
の
大
地
震

り
際
此
れ
と
.平

行
にこ
孜
地
所
却
9
位
抜
上
み
建
ろ
研
暦
か
ら
Ⅲ
発
-
て
此
の
地
.u
り
が
縫
っ
た
0
稚
さ
三
十
米
､
東
西

の
偏
六
､
人
甘
米
で

-
見
火
山

り
軸
距
火
口
の
株
花
形
か
墨
-
て
居
る
が
洪
桃
肝
り
中
に
故
じ
41
･J
G
.

で
あ
る
0


